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「
認
定
こ
ど
も
園
」と
は

名
称
･
利
用
施
設

1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

｢豊岡市における幼稚園･保育所の
あり方｣ 計画を進めています

※これは標準的なスケジュールであり、施設、曜日、季節などにより異なることがあります。

時刻

４・５
歳
児

０～３歳児
（保育所児）

長時間児
（保育所児）

短時間児
（幼稚園児）

7：00 8：00 10：00 12：00 14：00 16：00 18：00 19：00

早
朝
保
育

保
育

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

昼
食 降

　
園

降
園

延
長
保
育

登
　
　
園

≪共通の教育・保育時間≫
幼稚園児と保育所児の
同年齢児が同じクラスで
一緒に活動する時間

昼食

※平成24年度　八条幼稚園、城南保育園の増改築工事を実施
　　　　　　　（渡り廊下の設置、保育室等の増築、調理室の改修など）

※平成24年度　港東幼稚園の増改築工事を実施
　　　　　　　（保育室、調理室等の増築、幼稚園舎の改修など）

市立城南保育園
※市立八条保育園に名称変更

市立八条幼稚園

市立港幼稚園【新設】

市立八条認定こども園【平成25年４月開園】

廃園

廃園

　
幼
稚
園
と
保
育
所

を
一
体
的
に
運
営
し
、

小
学
校
に
就
学
す
る

ま
で
の
子
ど
も
に
対

す
る
教
育
・
保
育
と
、

地
域
の
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
提
供
す

る
施
設
で
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
4
・
5

歳
児
の
幼
稚
園
児（
短
時
間
児
）と

0
〜
5
歳
児
の
保
育
所
児（
長
時

間
児
）を
受
け
入
れ
ま
す
。

　市では、より良い就学前（小学校入学まで）の教育・保育を目指して、「豊岡市における幼稚園・保
育所のあり方」計画に基づき、平成25年4月から「八条認定こども園」「港認定こども園」を開園します。
　また、平成25年4月から五荘幼稚園と奈佐幼稚園を再編し、4・5歳児の2年保育を開始します。
さらに、豊岡めぐみ、豊岡ひかり、田鶴野、新田、中筋、神美幼稚園でも、4・5歳児の2年保育
を開始します。 《問合せ》こども企画課こども企画係☎21-9003

市立港東幼稚園

市立港西幼稚園

「
八
条
認
定
こ
ど
も
園
」

「
港
認
定
こ
ど
も
園
」を

開
園
し
ま
す

市立港保育園【移転】

市立港認定こども園
　　　【平成25年４月開園】

八条認定こども園完成予定図
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受
入
基
準
と
保
育
時
間
、保
育
料

名
称
・
利
用
施
設

2
年
幼
稚
園

年齢 受入基準 区分 通常保育時間 早朝・延長 休業日 保育料
０～３
歳児 保育に

欠ける子
長時間児
（保育所児）８：15～16：15

７：30～19：00
（18：30以降有料）

現在の保育所と
同じ

市保育所保育料
（所得に応じたも
の、給食費含む）

４・５
歳児 保育を

希望する子
短時間児
（幼稚園児）

原則
８：30～14：00
（園により多少
異なります）

一時保育
利用可能
（有料）

現在の市立幼稚
園と同じ
〔土曜日は休み　　春・夏・冬休み有り〕

市幼稚園保育料

〔月額5,500円+　給食費3,300円〕
※日曜日、祝日は休みです。
※保育料のほかに、個人の持ち物については実費徴収します。

※平成24年度　現五荘幼稚園の位置に新園舎建築工事を実施

2年保育となる幼稚園【平成25年4月開始】

平成26年度

平成27年度

市立五荘幼稚園

市立東保育園

市立小坂幼稚園

市立小野幼稚園

私立小坂保育園

市立豊岡めぐみ幼稚園 市立豊岡ひかり幼稚園 市立田鶴野幼稚園

市立奈佐幼稚園

市立新田幼稚園 市立中筋幼稚園 市立神美幼稚園

（仮称）市立五荘･奈佐地域幼稚園【新設】
【平成25年４月開園（２年保育開始）】

（仮称）私立東保育園【新設民営化】
【平成26年４月開園予定】

廃園

廃園

廃園

廃園

廃園

◆
入
園
手
続
き

　
11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で

園
児
募
集
を
し
ま
す
。
ま
た
、
該

当
地
域
の
4
・
5
歳
児
の
保
護
者

宛
に
、
入
園
の
お
知
ら
せ
を
11
月

に
発
送
し
ま
す
。

　
4
･
5
歳
児
は
、
家
庭
の
状
況

に
応
じ
て
短
時
間
児（
幼
稚
園
）ま

た
は
長
時
間
児（
保
育
所
）を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
0
〜
3
歳
児
は

長
時
間
児（
保
育
所
）の
み
の
入
園

と
な
り
ま
す
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
本
来

小
学
1
〜
3
年
生
の
放
課
後
留
守

家
庭
等
児
童
を
対
象
に
行
う
事
業

で
す
。
幼
稚
園
児
が
家
庭
外
で
長

時
間
保
育
を
受
け
る
場
合
は
、
体

力
お
よ
び
環
境
面
か
ら
保
育
所
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
八
条
･
港
地
域
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
で
長
時
間
の
受
け
入
れ
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、短
時
間
児（
幼

稚
園
児
）は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
対
象
外
と
し
ま
す
。

護
者
宛
て
に
、
入
園
の
お
知
ら
せ

を
11
月
に
発
送
し
ま
す（
詳
細
は
、

11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）。　
　

※
4
･
5
歳
児
で
保
育
を
希
望
す

　
る
場
合
、
保
護
者
は
家
庭
の
状

　
況
に
応
じ
て
幼
稚
園
ま
た
は
保

　
育
所
を
選
択
し
て
各
園
に
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

　
五
荘
・
五
荘
第
二
、奈
佐
、豊
岡
・

豊
岡
第
二
、
田
鶴
野
、
新
田
、
中

筋
、
神
美
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
、
幼
稚
園
の
5
歳
児
の
み
午

後
4
時
ま
で
利
用
可
能
で
す
。
4

歳
児
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
26
年
度
以
降
の
計
画
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
開
園
を
予
定

し
て
い
た
私
立
み
え
保
育
園
と
市

立
三
江
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

計
画
は
、
関
係
社
会
福
祉
法
人
と

の
協
議
の
結
果
、
開
園
年
度
を
延

期
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
延
期
し
た
三
方

地
区
、
西
気
・
清
滝
地
区
の
認
定

こ
ど
も
園
お
よ
び
出
石
幼
稚
園
・

寺
坂
幼
稚
園
の
再
編
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
計
画
を
延
期
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
計
画
の
実
施
に
向
け
、

関
係
社
会
福
祉
法
人
お
よ
び
地
域

と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

◆
入
園
手
続
き

　
各
幼
稚
園
の
4
･
5
歳
児
の
保

五
荘
幼
稚
園
と
奈
佐
幼

稚
園
を
再
編
、

豊
岡
地
域
で
2
年
幼

稚
園
を
開
始
し
ま
す

み
え
保
育
園
と
三
江
幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

計
画
は
延
期

今
後
の
計
画（仮称）私立小坂･小

 野幼稚園【民営化】
（仮称）私立小坂･小野認定こど
も園【平成27年４月開園予定】
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市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
正
性

と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
人
事

や
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
職
員
数
や
休

暇
、
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
給
与
関
係
で
は
、
普
通
会

計（
水
道
・
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
を
除
く
）に
属
す
る
職

員
の
給
与
と
各
種
手
当
の
状
況
お

よ
び
市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》職
員
課

　

☎
23
ー
1
3
2
6

人事関係
1. 職員の任免および職員数の状況 
⑴採用と退職 （平成23年度）
身分上の職名 採用 退職
行政職員  ９人 26人
消防吏員 １人  ２人
教　　員 ２人  ３人
技能職員 －  ２人
労務職員 －  １人
合　　計 12人 34人

⑵昇任と降任 （平成23年度）
昇　　任 降　　任
60人 ０人

⑶部門別職員数の状況 （平成24年４月１日現在）
部　　門 職員数 対前年増減数
一般管理 547人 △10人
特別行政 287人 △３人

公営企業等会計   94人 △５人
合　　計  928人 △18人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、教育長を含みます。
※対前年増減数は、平成23年４月１日現在からの増減数です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要
人数（進渉率） 17～27年度の

数値目標 27年度17年度 24年度
1,075人
（－）

927人
（70.1%） △211人 864人

※⑶部門別職員数の状況と比較した場合、教育長を含みません。
※平成22年度に第2次行政改革大綱に基づき第2次定員適正化
計画を策定しています。

2. 職員の勤務時間その他勤務条件の状況 
⑴基本的な勤務時間
　職員の勤務時間は、１日７時間45分、１週間38時間45分です。 （平成24年４月１日現在）

区　　分 勤務時間 休憩時間
一般の職員 午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時

3. 職員の分限および懲戒処分の状況 
⑴分限処分の状況  （平成23年度）
種　類 降任 免職 休職 降給
処分件数 ０件 ０件 28件 ０件
※公務能率の維持などを目的とした不利益処分

⑵懲戒処分の状況 （平成23年度）
種　類 戒告 減給 停職 免職
処分件数 ０件 ２件 １件 ０件
※非違行為に対する職場の秩序を維持・回復などを目的とした不
利益処分

4. 職員の研修および勤務成績の評定の状況 
⑴研修 （平成23年度）

種　別 受講者数
派遣研修 309人
内部研修 373人
自主研修  18人

他団体等派遣研修   ４人
5.職員の福祉等の状況 （平成23年度）

区　分 内　　　容
健康管理 　定期健康診断、成人病検診などの健康診断・検査。破傷風、B型肝炎の予防接種。メ

ンタルヘルス研修・カウンセリング
共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合による実施
互助会制度 　兵庫県市町職員互助会または兵庫県学校厚生会による実施

市
の
職
員
の
人
事
や
給
与
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

⑵休暇 
　年次有給休暇、病気休暇、介護休暇、組合休暇、特別休暇（結婚休暇、妊娠中または出産後の
通院休暇、分べん休暇、配偶者出産休暇、男性職員の育児参加休暇、忌引休暇、夏季休暇、その他）

⑵勤務成績の評定の状況
　適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲
向上など人材育成を目的として、勤務評定を実
施しています。また、適正かつ公平な勤務評定
を行うため、勤務評定者を対象に研修を実施し
ています。

  〔市役所新庁舎イメージ〕
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市の職員数と給与
6.職員の競争試験および選考の状況 （平成23年度）

職　種 受験者数 採用者数
一般事務職 69人 ５人
土木技術職 15人 ２人
保健師 ９人 ２人

臨床発達心理士① ４人 ※２人
保育士・幼稚園教諭 23人 ２人

消防職 20人 ４人
臨床発達心理士② ３人 １人

※辞退者１人含む

7. 公平委員会の報告事項 
⑴勤務条件に関する措置要求の状況 （平成23年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況 （平成23年度）
　不服申立て、処理などなし

給与関係
8. 職員の給与等の状況 
⑴人件費の状況（普通会計決算） （平成23年度）

歳出額（A） 48,405,550千円
人件費（B） 8,447,838千円

人件費率（B/A） 17.5%
※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支給され
る報酬などを含みます。

⑵職員給与費の状況（普通会計決算） （平成23年度）
職員数（A） 845人

給与費
給　料 3,026,494千円
職員手当 601,768千円

期末・勤勉手当 1,105,789千円
計（B） 4,734,051千円

1人当たり給与費（B/A） 5,602千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、平成23年4月1日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢
 （平成24年４月１日現在）

区　　分 豊岡市 国
一般行政職 給料月額 335,500円 329,917円

年齢 45.0歳 42.8歳
技能労務職 給料月額 307,700円 285,030円

年齢 48.3歳 49.7歳
※一般行政職とは、行政職員（事務･技術）であり、技能労務職とは、
自動車運転手、用務員などをいいます。

⑷ラスパイレス指数の状況
区　　分 23年度
一般行政職 96.0
技能労務職 111.1

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100としたとき
の本市職員の給与水準を算定した指数です。

⑸職員の初任給の状況 （平成24年４月１日現在）
区　　分 豊岡市 国

一般行政職 大学卒 178,800円 181,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職 高校卒 141,900円 137,200円
中学卒 － 129,200円

労務職 高校卒 137,200円 －
中学卒 125,400円 －

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
 （平成24年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 265,700円 302,500円 330,300円
高校卒 212,700円 265,700円 302,500円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 234,800円 275,300円
中学卒 176,700円 217,400円 256,600円

※経験年数は、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の
年数です。

⑺職員手当の状況
ア.扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成24年４月１日現在）

区　分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②a　満22歳以下の子および孫　
　　b　満60歳以上の父母、祖父母　
　　c　満22歳以下の弟妹 
※月額6,500円で、16歳から22歳までの子は１人につき5,000円加算
※職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額11,000円

同じ －

住居手当
自ら居住する住宅の家賃を支払う者または所有する住宅の世帯主である者
　a　借家（月額27,000円まで）
　b　持ち家（月額1,600円）

一部異なる 国は持ち家の手当廃止

通勤手当
通勤距離２km以上の者
　a　交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　b　交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具利用者
の距離区分およ
び手当額

イ.退職手当
①支給率 （平成24年４月１日現在）

区　分 豊岡市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年

国と同じ

23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度 59.28月分 59.28月分

②その他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（２～20%加算）

③1人当たり平均支給額
豊岡市 22,034千円

※平成23年度に退職した職員の平均額です。

ウ.地域手当
　非支給地であり、手当はありません。

広報とよおか　2012.10.255
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D C B A

０
事
業

５
事
業

７
事
業

０
事
業

外
部
評
価

０
事
業

２
事
業

９
事
業

１
事
業

２
次
評
価

外
部
評
価
…
土
地
は
売
却
済
み
で

も
工
場
が
建
設
・
稼
働
に
至
っ

て
い
な
い
《
B
》

2
次
評
価
…
当
該
事
業
者
の
動
向

の
情
報
収
集
に
努
め
、
継
続
し

た
働
き
掛
け
に
よ
り
早
期
の
事

業
実
施
を
促
進
す
る
《
A
》

1
　
評
価
の
経
過

　

こ
の
取
組
み
は
今
年
で
5
年
目

と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
全
事
業
を
3

〜
4
分
割
し
、
年
ご
と
に
対
象
事

業
を
絞
っ
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
度
や

有
効
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

①
1
次
評
価

　

評
価
は
、
ま
ず
担
当
課
自
ら
が

行
い
ま
し
た
。

②
外
部
評
価（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
に
よ
る
評
価
）

　

第
三
者

の
視
点
を

確
保
し
、

評
価
の
客

観
性
の
向

上
や
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、

専
門
的
知
識
や
市
民
感
覚
か
ら
の

評
価（
外
部
評
価
）を
、
12
事
業
で

行
い
ま
し
た
。

③
2
次
評
価（
最
終
評
価
）

　

外
部
評
価
を
受
け
た
12
事
業
を

含
む
17
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
の

重
要
な
方
針
を
決
定
す
る
経
営
戦

略
会
議
で
再
び
評
価
し
、
政
策
調

整
部
で
行
っ
た
も
の
と
合
わ
せ
て

55
事
業
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

2
　
評
価
の
結
果

①
1
次
評
価
の
結
果

②
外
部
評
価
と
2
次
評
価

　

外
部
評
価
と
2
次
評
価
で
は
、

次
の
4
事
業
が
異
な
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

・
男
女
共
同
参
画
意
識
啓
発
事
業

・
企
業
誘
致
推
進
事
業
　

・
城
崎
防
火
協
会
運
営
業
務

外
部
評
価
…
市
民
の
問
題
意
識
を

高
め
る
た
め
、
よ
り
身
近
で
説

得
力
の
あ
る
効
果
的
な
啓
発
事

業
が
必
要
《
C
》

2
次
評
価
…「
モ
デ
ル
地
区
」の
取

組
み
推
進
の
成
果
を
評
価
・
検

証
し
、
全
市
の
取
組
み
に
生
か

す
《
B
》

外
部
評
価
…
消
防
本
部
城
崎
分
署

が
事
務
局
を
担
い
続
け
る
必
然

性
に
は
疑
問
が
あ
り
、
協
会
に

よ
る
独
立
運
営
に
向
け
た
方
策

の
検
討
も
必
要
《
C
》

2
次
評
価
…
当
面
は
現
状
維
持
と

し
、
将
来
的
に
は
独
立
運
営
の

可
能
性
を
検
討
す
る
《
B
》

外
部
評
価
…
研
修
内
容
の
検
討
段

階
か
ら
外
部
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
人
材
育
成
研
修
の
充
実
強

化
を
求
め
る
《
C
》

2
次
評
価
…
常
に
研
修
内
容
を
見

直
し
て
い
る
。
さ
ら
に
内
容
の

工
夫
を
図
り
、
民
間
の
感
覚
を

取
り
入
れ
た
研
修
計
画
を
検
討

す
る
《
B
》

※（　

）内
は
、
2
次
評
価
を
行
っ

た
事
業
の
1
次
評
価
で
の
結
果

で
す
。

3
　
評
価
後
の
展
開

　

評
価
の
結
果
に
沿
っ
て
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
予
算
編
成
・
組
織
改
正
な

ど
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
結
果

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

③
2
次
評
価
の
結
果

D（
休
廃
止
）

C（
改
善
大
）

B（
改
善
小
）

A（
継
続
）

０
事
業

２
事
業

82
事
業

54
事
業

D C B A

０（
０
）事
業

３（
１
）事
業

37（
32
）事
業

15（
22
）事
業

　

市
で
は
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
説
明
責
任
を
一
層
強
く
果
た

す
た
め
、
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
事
業
を
対
象
に
、
全
6
7
3
事
業
の
う
ち
1
3
8

事
業
に
つ
い
て
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
担
当
課
が
1
次
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
12
事
業
は
、
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
事
務
事
業
評
価

委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
55
事
業
に

つ
い
て
は
、
2
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
Ａ（
継
続
）、
Ｂ（
改
善
〈
小
〉
が
必
要
）、
Ｃ（
改
善
〈
大
〉

が
必
要
）、
Ｄ（
休
廃
止
を
検
討
）の
四
つ
の
区
分
で
判
定
し
、
2
次

評
価
で
は
、
Ａ
：
15
事
業
、
Ｂ
：
37
事
業
、
Ｃ
：
3
事
業
で
、
Ｄ

判
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21

-

9
0
2
2

・
教
職
員
研
修
事
業

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

平
成
23
年
度
事
業
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依
存
財
源
66
％

自
主
財
源
34
％

地方債（借入金） 62,891円
その他国県からの収入 18,824円
国県支出金 77,852円

地方交付税 217,648円

使用料その他市の独自収入 54,557円
基金等からの繰り入れ 19,788円

市税 118,150円

公債費（借入金返済）
 99,057円
その他の経費 43,873円
消防費 22,615円
衛生費 50,860円
土木費 63,456円

教育費 67,846円

総務費 86,180円

民生費（社会保障関係）
 122,335円

最
も
大
き
な
も
の
は
地
方
交
付
税

で
、
1
8
9
億
7
8
7
1
万
円
、

全
体
の
約
38
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
金
で
あ
る

市
債
は
54
億
8
4
0
0
万
円
発
行

し
ま
し
た
。

　

市
税
な
ど
市
独
自
の
収
入
で
あ

る
自
主
財
源
は
全
体
の
約
34
パ
ー

セ
ン
ト
で
、残
り
は
地
方
交
付
税
な

ど
国
・
県
か
ら
の
収
入
や
借
入
金

に
頼
っ
て
い
る
た

め
、
国
の
制
度
改

革
の
動
き
に
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
関
係
の

経
費
で
あ
る
民
生
費
が
最
も
多
く

1
0
6
億
6
7
5
1
万
円
、
借
入

金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
が
86
億

3
7
6
9
万
円
、
総
務
費
が
75
億

1
4
8
1
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
末
の
一
般
会
計
の

市
債
残
高
は
、
5
7
8
億
8
0
7

万
円
で
、
昨
年
度
末
に
比
べ
約

22
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
債
発
行
額
の
抑
制
や
過
去
に
借

り
入
れ
た
高
利
の
市
債
の
繰
上
償

還
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
市
民
1
人
当

た
り
の
残
高
は
約
66
万
3
千
円
と
、

人
口
規
模
な
ど
が
類
似
し
た
他
市

に
比
べ
1
･
5
倍
に
も
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
残
高
の
減
少

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
で「
健
全
化
判

断
比
率
」と
呼
ば
れ
る
四
つ
の
指

標
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

で
も
国
の
定
め
る
基
準
を
超
え
る

と
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す

が
、
本
市
の
決
算
は
全
て
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

　

市
の
公
営
企
業
の
う
ち
水
道
事

業
は
、
給
水
戸
数
約
3
万
2
千
戸
、

人
口
約
8
万
8
千
人
で
普
及
率
は

約
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
決
算
は
、
料
金
を
改
定

し
た
こ
と
に
よ
り
1
億
2
6
1
1

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、
普
及
率
約
98

パ
ー
セ
ン
ト
、
水
洗
化
済
戸
数
約

2
万
8
千
戸
、
人
口
約
7
万
8
千

人
で
、
水
洗
化
率
は
約
90
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
決
算

は
、
4
億
9
7
1
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
主

に
借
入
金
の
返
済
に
充
当
し
た
こ

と
で
、
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
す

利
益
剰
余
金
は
3
1
3
9
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

農
業
共
済
事
業
会
計
の
決
算
は
、

3
2
3
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
共
済
金
の
支
払
額
は
、
家

畜
共
済
4
1
0
7
万
円
、
水
稲

共
済
4
4
6
万
円
な
ど
、
総
額

5
5
8
7
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の
経
営

健
全
化
の
判
断
基
準
と
な
る「
資

金
不
足
比
率
」は
、
全
て
の
会
計

で
国
が
定
め
る
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
の
詳
細

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
市

税
は
1
0
3
億
2
5
8
万
円
で
、

全
体
の
約
21
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引

一般会計 496億7816万円 485億197万円 11億7619万円

特別会計 186億7320万円 179億1664万円 7億5656万円

国民健康保険事業（事業勘定） 97億2495万円 91億7266万円 5億5229万円

国民健康保険事業（直診勘定） 1億69万円 9952万円 117万円

後期高齢者医療事業 8億8842万円 8億7254万円 1588万円

介護保険事業 75億222万円 73億6886万円 1億3336万円

診療所事業 1億9958万円 1億9262万円 696万円

墓地公園事業 2億4836万円 1億4672万円 1億164万円

宅地事業 526万円 6346万円 ▲5820万円

管理会財産区 372万円 26万円 346万円

企業会計 71億2316万円 65億8411万円 5億3905万円

水道事業 22億7390万円 21億4779万円 1億2611万円

下水道事業 46億5753万円 42億4782万円 4億971万円

農業共済事業 1億9173万円 1億8850万円 323万円

合　　　計 754億7452万円 730億272万円 24億7180万円

＜会計別決算額一覧＞

＜市民１人当たりの決算（一般会計）＞

　　　歳入　569,710円　　　　　　歳出　556,222円
※平成24年３月31日の住民基本台帳人口（87,199人）に基づ
き計算しています。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入
7
5
4
億
7
4
5
2
万
円
、
歳
出
7
3
0
億

2
7
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債（
借
入
金
）残
高
は
、

1
3
2
7
億
3
0
4
2
万
円（
対
前
年
49
億
8
9
8
4
万
円
の
減
）

で
、
市
民
1
人
当
た
り
約
1
5
2
万
2
千
円（
対
前
年
4
万
4
千
円

の
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
☎
21

-

9
0
1
4

平
成
23
年
度
決
算

市
の
借
金
は
約
50
億
円
の
減
!!
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見積価格 公売保証金
7,900,000円 800,000円

備考
建物は店舗兼居宅で使用されています。
上下水道共に引き込み済みです。
居住者があります。

番号 不-2-15
物件 土地・建物

土
地

地目 宅地
面積 206.10㎡
所在
地番

京町202番2、
12番15、19番13

建
物

家屋番号 13番
種類 店舗
延床面積 199.99㎡
構造 木造瓦葺2階建

見積価格 公売保証金
200,000円 20,000円

備考 上水道引き込み済み、下水道は引き込みされていません。居住者はなく、空家です。

番号 不-2-18
物件 土地・建物

土
地

地目 宅地
面積 119.00㎡
所在
地番

日高町鶴岡字植地
816番2、817番

建
物

家屋番号 816番2
種類 居宅
延床面積 111.03㎡
構造 木造セメント瓦葺2階建

見積価格 公売保証金
8,400,000円 900,000円

備考 下水道引き込み済み、上水道は引き込みされていません。
使用者はありません。

番号 不-2-17
物件 土地・建物

土
地

地目 宅地
面積 960.88㎡
所在
地番

今森字ヲリ197番2、198
番3、199番、204番2

建
物

家屋番号 204番2 20番
種類 倉庫 物置
延床面積 219.46㎡ 46.28㎡

構造
鉄骨造亜鉛
メッキ鋼板
葺2階建

木造板葺2
階建見積価格 公売保証金

2,600,000円 300,000円

備考

対象地内には簡易倉庫がありますが、公売対象ではありません。
対象地内に自動販売機が設置されており、設置業者と賃貸借
契約が締結されています。
上下水道共に引き込み済みです。

番号 不-2-16
物件 土地

土
地

地目 宅地
面積 280.12㎡
所在
地番

竹野町轟字森脇
128番9

建
物

家屋番号

無し種類
延床面積
構造

見積価格 公売保証金
1,400,000円 200,000円

備考
更地の状態です。
上下水道共に引き込みされていません。
農業委員会発行の買受適確証明は必要ありません。

番号 不-2-19
物件 土地

土
地

地目 宅地・畑
面積 414.09㎡
所在
地番

出石町寺坂字矢谷口783番、
784番、788番、789番2

建
物

家屋番号

無し種類
延床面積
構造

［注意点］
・地積はあくまで公簿上に記載された面積であり、
実測と異なる場合があります。　
・公売を中止する場合があります。　
・隣地との境界確定・使用者または占有者等に対す
る明渡し要求は、買受人が行うことになります。
・公売物件は市の所有財産ではありませんので、立
ち入ることはできません。
※居住者がある物件について十分にご配慮いただき、
検討願います。
・市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
・所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。
また、不動産取得税が課税される場合があります。
・代金納付期日は平成24年11月29日（木）ですが、場
合によっては延期することがあります。
  その他詳細は、問い合わせてください。

不動産公売情報

■公売期日　11月22日（木） 

■受付時間　午後２時～３時

■入札会場　豊岡市民プラザ　市民活動室　
　　　　　　　　　（大手町アイティ７階）

■持　ち　物　身分証明書、印鑑、公売保証金

■公売についてのお知らせ
   市広報紙８月25日号掲載の不-2-1、不-2-14
　については公売を中止します。

■問合せ
　 税務課収税係 ☎23-1118

囲い線は大まかな場所を示すも
ので境界ではありません。
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　市では、循環型社会の構築に向けて、一般廃棄物の排出抑制や減量・再資源化を
計画的に推進するため、「豊岡市一般廃棄物処理基本計画」を改定しました。
　その概要をお知らせします。

《問合せ》生活環境課環境衛生係☎23-5304

　前計画の策定から６年が経過し、この間に①予測を上回る人口の減②予測を上回るご
み量の減③国・県の各種計画の改定④北但ごみ処理施設の進入路・敷地造成工事の開始
など、市の廃棄物処理を取り巻く環境が変化したことを受け、改定するものです。

　平成24～38年度（15年間）

　ごみ減量の目標値は、前計画の検証と将来人口やごみ減量・再資源化施策の検討を行い、将来のごみ排
出量の原単位（１人１日当たりのごみ排出量）を予測し、設定しています。
　また、資源ごみについては、分別の徹底と集団回収の活性化を推進し、併せて焼却灰の全量をセメント
原料として活用することにより、再生利用率の向上と最終処分量を削減します。

　現在の分別区分に新たに「粗大ごみ」、「蛍光管」、「乾電池」が加わります（平成27年度実施予定）。
　再生利用率の向上を図るため、しっかりと分別をお願いします。

　この計画に基づき、さらなるごみの排出抑制や減量・再資源化を進めるため、
市民や事業者の皆さんと各種施策を推進し、それでもなお発生する一般廃棄物に
ついては、適正な処理・処分に努めます。

1. ごみ排出量：14%以上削減
　平成23年度に対して平成33年度は10%以上削減、平成38
年度は14%以上削減を目指します。

2. 再生利用率：
　資源化量÷総排出量を

27%以上に引き上げ
　平成23年度16.5%から平成38年度27.9%
を目指します。
年度 H23 H28 H33 H38

再生利用率
（%） 16.5 26.3 27.4 27.9

3. 最終処分量：
　1/10以下に削減
　平成38年度は平成23年度の10分１以下
を目指します。
年度 H23 H28 H33 H38

最終処分量
（t/年） 3,904 433 408 385

計画改定の趣旨

ごみ分別区分を変更

計画期間

さらなるごみの排出抑制や減量・再資源化を推進

新たな目標

～さらなるごみの減量・再資源化を目指して～
豊岡市一般廃棄物処理基本計画を改定しました

ごみ排出量の目標と計画収集人口の予測

28,736

87,585
84,745

81,998
79,470

27,649

25,859

24,691
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24,000
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生産能力：年産55MW（H19）→70MW（H20）
→150MW（一般家庭50,000世帯分）（H22）

CO2を出さない
発電機器 販売による利益

太陽電池の製造

私たちの夢にふさわしい場所。
それが、コウノトリのいる豊岡です。

⇒

廃棄物減少
＋CO2 削減

販売による利益
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栽培面積の増加
コウノトリ育む農法による水稲作付面積

～環境と経済が共鳴～
環境経済シンポジウムを開催します

　環境を良くするビジネスで利益が生まれること
により、環境と経済が互いに発展しあう事業のこ
とです。

　農薬に頼らず、農業をしながらコウノトリなど
の生きものを育む“コウノトリ育む農法”で栽培
されたお米は、一般のお米より２～５割程度高い
価格で取引されています。また、栽培面積も年々
増加しています。

◆日時　11月22日（木）午後１時30分～４時15分
◆場所　豊岡市民プラザ　ほっとステージ（大手町）
◆内容　
　・第１部
　　講演「環境と経済が共
　　鳴するまちづくり」
　　講師　東京都市大学

教授　涌
わく
井
い
史

郎さん
　　　　　（TBSサンデー

モーニングな
どに出演）

　・第２部　
　　　①環境経済認定事業紹介
　　　②パネルディスカッション（涌井教授、
　　　　中貝市長、市内若手経営者）
◆定員　200人
◆申込方法　電話、ファックス、またはメール
　　　　で申し込みください。
◆申込期限　11月16日（金）
◆申込み・問合せ　　
　　　　経済課経済係☎23-4480 FAX22-3872

①環境創造型農業“コウノトリ育む農法”

　・栽培面積の増加

　・太陽電池の製造

　・ペットボトルをビニール袋に

②コウノトリツーリズム

③製造業等の取り組み環境経済事業とは…

環境経済事業

イメージ図

利益が生まれる 環境が良くなる

環境経済事業の代表的な成功事例

環境経済シンポジウム

　平成17年の放鳥を機に、県立コウノトリの郷公
園の入園者数は、毎年30万人以上と、２倍以上に
増加しています。コウノトリを目的とする観光客
の市内での消費支出に伴う経済効果は、年間約10
億円程度になると試算されています（平成21年　慶
應義塾大学教授　大沼氏等による）。

生産能力：年産55MW（H19）→70MW（H20）
→150MW（一般家庭50,000世帯分）（H22）

CO2を出さない
発電機器 販売による利益

太陽電池の製造

私たちの夢にふさわしい場所。
それが、コウノトリのいる豊岡です。

⇒
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栽培面積の増加
コウノトリ育む農法による水稲作付面積

▲涌井史郎さん
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市
で
は
、
地
域
・
運
行
事
業
者
と
の
協
働
で
、
大
切
な
地
域
の
公

共
交
通
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
と
し
て
実
施
し
た
、
神
鍋
線「
上

限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

実
験
結
果
お
よ
び
今
後
の
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

　
　

〜
年
間
利
用
者
数
は
目
標
の
72
・
7
%
に
留
ま
る
〜

　
利
用
者
数
8
万
7
9
9
2

人
は
、
実
験
開
始
前
（
年
間

6
万
3
2
0
4
人
）に
比
べ
、
約

40
パー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

実
験
目
標（
年
間
12
万
1
千
人
）に

対
し
て
は
、
72
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の

達
成
率
で
し
た
。

　
目
標
に
対
し
て
3
万
3
千
人
程

度
不
足
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

結
果
で
す
。

 

利
用
状
況
は
?　

　
日
々
の
利
用
や
定
期
券
の
購
入

な
ど
の
状
況
か
ら
、
高
校
生
の
通

学
利
用
の
増
加
が
分
か
る
一
方
で
、

一
般
の
方
の
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
転

換
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
今
年
5
月
に
沿

線
地
区
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト（
約
7
割
の
方
が
、
期
間
中

に
バス
を
利
用
し
て
い
な
い
）か
ら
も

推
察
で
き
ま
す
。

 

今
後
の
取
組
み

　
利
用
状
況
の
さ
ら
な
る
分
析
を

行
う
と
と
も
に
、
地
元
で
の
意
見

交
換
を
実
施
し
、
平
成
25
年
4
月

以
降
の
神
鍋
線
の
あ
り
方
を
検
討

し
ま
す（
2
月
頃
に
一
定
の
方
向

性
を
示
し
ま
す
）。

　
引
き
続
き
神
鍋
線
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○
運
賃
を「
上
限
2
0
0
円
」に
設

定
。
小
児
は
半
額
、
身
体
障
害

者
割
引
も
適
用

○
平
日
朝
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
便
や
午

後
9
時
江
原
駅
発
最
終
便
を
含

め
、
約
1
時
間
間
隔
で
運
行

○
沿
線
施
設
で
料
金
の
割
引
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ

る「
神
鍋
線
応
援
団
」も
引
き

続
き
利
用
可
能

○
神
鍋
高
原
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
、

お
得
に
周
遊
で
き
る「
一
日
乗

車
券
」が
車
内
で
購
入
可
能

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル

機
器
が
使
え
る「
車
内W

ワ
イi-F

フ
ァ
イi

」

の
設
置
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
神
鍋
線
を
未

来
に
残
す
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
、
自
分
に
合
っ

た
方
法
で
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、

地
域
を
挙
げ
た
取
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　
10
月
5
日
、
来
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る「
清
滝
小
学
校
・
西
気
小
学

校
」の
統
合
に
向
け
、
西
気
小
学
校

の
児
童
32
人
が
、
バ
ス
利
用
の「
通

学
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
統
合
後
、
現
西
気
小
学
校
に
通

う
全
児
童
は
、
清
滝
小
学
校
ま
で

バ
ス
を
利
用
し
て
登
校
す
る
予
定

で
す
。

　
訓
練
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
宅

近
く
の
バ
ス
停
か
ら
順
次
バ
ス
に
乗

車
し
ま
し
た
。

▲西気小学校児童のバス通学訓練

評
価
の
対
象
期
間（
平
成
23
年
10

月
〜
平
成
24
年
9
月
）が
終
了
！

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」は

3
月
末
ま
で
運
行
し
ま
す

西
気
小
学
校
の
児
童
が

バ
ス
通
学
訓
練
を
開
始
！

「
未
来
へ
の
責
任
」を果

た
す
た
め
に

≪上限200円バス
　　　　　社会実験結果≫
実　績 87,992人

目　標 121,000人

比　較 △33,008人

達成率 72.7%

運行便数 7,608便

１便平均 11.6人

目標と利用実績との対比
120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

■H22実績　■目標　■実績
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20～30歳代を中心に朝食を食べない人が目立ちます。

（平成20年度ひょうご健康食生活実態調査結果より）
■ １５～１９歳  　→　７８．９％
■ ２０歳代男性　→　６４．７％　２０歳代女性　→　７０．０％
■ ３０歳代男性　→　６６．４％　３０歳代女性　→　８２．０％
■ ４０歳代男性　→　７５．９％　４０歳代女性　→　８６．４％
　【生活リズムの乱れ】
●夕食を食べる時間が遅い
●寝る時間が遅い
●起きる時間が遅い

朝食を食べる習慣がない方へ

野菜をたっぷり食べる

←目標の３５０ｇ
１日５皿程度の
野菜料理を
食べましょう

料理５皿（１日）の例

（１皿70～100g程度）

野菜の摂取量（15歳以上平均）は、243.3ｇ。
目標の３５０ｇと比べて不足しています。
（平成20年度ひょうご健康食生活実態調査結果より）

みんなの食育～ライフステージ別～

朝食を食べていますか?

まずは簡単な朝食を食べることから始めよう！

朝食を食べる習慣がある方へ

朝食に簡単おかずや付け合わせ（副菜・主菜）を加えよう！

野菜を食べて生活習慣病予防をしましょう！

食で健康づくりを応援②

食育の推進は、ライフステージの段階に応じて、取り組んでいくことが大切です。
幼児期から高齢期までそれぞれの段階の食育について、４回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

《作り方》
①　カボチャは適当な大きさに切る。
②　耐熱容器に①のカボチャとツナ缶・しょうゆ・
水を加えて電子レンジに３～４分かける。

③　カボチャが軟らかくなったら出来上がり。
　　＊カレーパウダーを加えてもいいですよ！

材　料　（1人分）
○ ツナ缶 大さじ１
○ カボチャ ６０ｇ
○ しょうゆ 小さじ１

ツナかぼちゃ

水や牛乳、野菜ジュースを
飲んで、胃を目覚めさせる。

エネルギー　55kcal／1人分

みそ汁やスープ、乳製品、果物な
ど食べやすいものを用意する。 〈野菜のメリット〉

●　食物繊維がコレステロールの吸収や食後血糖の
上昇を抑える。便秘の予防。

●　ビタミンなどの抗酸化物質がＬＤＬコレステロール
の酸化を防ぎ、動脈硬化を予防する。

●　たんぱく質やエネルギーの取り過ぎを防ぐ。

●　朝時間がないときは、前夜に、サラダや
　　野菜ジュースの準備をしておく。
●　外食は、なるべく野菜が多いメニューを選ぶ。
●　冷凍野菜を保存しておき、すぐ使えるようにする。
●　肉料理や魚料理などの主菜に、野菜をたっぷり付
け合わせる。

●　生野菜より、煮物や炒め物にすれば
　　“かさ”が減る。
●　野菜たっぷりのみそ汁・スープを作る。

朝食を食べない習慣の
原因になっていませんか？

食べやすいおにぎり、パンな
どを用意する。

豆腐、卵、野菜などが入った
具だくさん汁などをプラス＋

➡

＋

ご飯
おにぎり

具だくさんスープや野菜サラ
ダ、卵料理などをプラスパン

前日のおかずを多めに作って、
取り分けておく。

電子レンジで出来る
かんたん朝食レシピの紹介

15～40歳代の『朝食を食べる人の割合』

毎食、１～２皿の野菜
料理を食べましょう

コツ！
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今
年
で
5
年
目
を
迎
え
た「
夏

休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運

動
」は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
て

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
顔
見
知

り
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、「
豊
岡

市
青
少
年
健
全
育
成
会
議
連
絡

会
」と「
豊
岡
市
子
ど
も
と
心
で
つ

な
が
る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」

が
中
心
と
な
り
、
区
長
会
や
学
校

な
ど
の
協
力
を
得
て
市
内
全
域
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
区
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
ほ
か

に
、
小
学
校
区
ご
と
に
1
カ
所
に

集
ま
っ
た「
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
」は
、

昨
年
の
8
カ
所
か
ら
14
カ
所
に
増

え
、「
ラ
ジ
オ
体
操
統
一
日
」を
決

め
た
地
区
も
、
昨
年
の
3
カ
所
か

ら
4
カ
所
に
増
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
が
1
回
以
上
ラ

ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
率
も
、
昨

年
の
52
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
60
パ
ー

セ
ン
ト
と
増
え
、
地
域
に
中
学
生

の
姿
が
見
ら
れ
、
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た

中
学
生
か
ら
は
、「
2
回
目
の
参
加

で
す
。
地
区
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
も

た
ま
に
行
き
ま
す
。
暑
い
で
す
が
、

部
活
の
準
備
体
操
の
よ
う
な
感
じ

で
参
加
し
て
ま
す
」（
中
2
、
女

子
）や「
地
区
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
斉
ラ
ジ
オ

体
操
は
今
日
が
初
め
て
で
す
。
こ

こ
で
は
体
操
指
導
も
あ
る
し
、
地

域
の
人
た
ち
の
積
極
的
な
心
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
」（
中
3
、
男
子
）

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
今

後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
顔
見

知
り
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
活

躍
の
場
を
持
た
せ
、
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
青
少
年
健
全

育
成
会
議
連
絡
会
／
豊
岡
市
子

ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動

推
進
協
議
会
事
務
局（
生
涯
学

習
課
人
権
・
社
会
教
育
係
内
）

　
☎
23

0
3
4
1

地
域
の
心
が
伝
わ
り
ま
し
た
!

　
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運
動

　
第
5
回
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
に

先
立
ち
、
幹
部
俳
優
が
人
力
車
に

乗
り
、
出
石
の
中
心
街
を
パ
レ
ー

ド
す
る「
お
練
り
」を
行
い
ま
す
。

　
歌
舞
伎
役
者
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
誘
い
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
3
日（
土
・
祝
）

　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時（
予
定
）

▽
出
発
　
出
石
総
合
支
所
前
か
ら
、

出
石
お
城
ま
つ
り
の
大
人
大
名

行
列
に
続
い
て
出
発
し
ま
す
。

※
お
練
り
の
後
、
お
城
ま
つ
り
特

設
ス
テ
ー
ジ（
出
石
総
合
支
所

正
面
玄
関
前
広
場
）で
、
幹
部

俳
優
が
今
年
の
歌
舞
伎
公
演
へ

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
石
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
52

3
1
1
1

◆
豪
華
な
演
目

　
今
年
は
、
5
回
目
の
記
念
に
あ

た
り『
実
録
忠
臣
蔵
』か
ら
、
地

元
・
豊
岡
ゆ
か
り
の
大
石
り
く
が

登
場
す
る
場
面
を
上
演
し
ま
す
。

　
ま
た
、『
鯉
つ
か
み
』で
は
、
水

槽
を
仕
込
み
、
本
当
の
水
を
使
っ

て
上
演
し
ま
す
。
水
し
ぶ
き
が
飛

び
散
る
中
で
の
、
愛
之
助
の
勇
壮

な
立
ち
廻
り
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◆
華
や
か
な
出
演
役
者

　
今
回
も
片
岡
愛
之
助
を
座
頭
に

開
催
し
ま
す
。
こ
こ
、
出
石
永
楽

館
で
は
、
愛
之
助
の『
初
役
』の
演

目
を
観
劇
で
き
る
の
も
魅
力
の
一

つ
で
す
。

　
共
演
俳
優
は
、
中
村
壱か
ず

太た

郎ろ
う

、

坂
東
薪し
ん

車し
ゃ

、
上か
み

村む
ら

吉き
ち

弥や

と
い
っ
た
、

上
方
歌
舞
伎
の
将
来
を
担
う
役
者

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
東
京
か
ら
注
目
株
の
19
歳
、
中

村
種
之
助
も
出
演
し
ま
す
。

　
開
演
日
は
間
近
!
チ
ケ
ッ
ト
の

お
求
め
は
、
お
早
め
に
!

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
問
合
せ
は
、

出
石
永
楽
館
ま
た
は
、
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　
☎
52

5
3
0
0

第
5
回
永
楽
館
歌
舞
伎
お
練ね

り
を
開
催
し
ま
す

　
　
人
力
車
で
人
気
歌
舞
伎
役
者
が
パ
レ
ー
ド
!!

第
5
回
公
演
の
魅
力

▲昨年の公演の様子

▲竹野浜海水浴場で行われた竹野小学
校区「一斉ラジオ体操」

▲お練りのコース

▲昨年のお練りの様子
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　歩キングテーマソング“Let’s歩キング”に合わせたダンスで、子どもから大人までを対象とした、約３分間
の有酸素運動（※）です。簡単な振り付けで、家族や友達と一緒にみんなで楽しめる内容になっています。

　“歩キング”の推進のため、地域や職場、学校など、団体で活用いただける所にＤＶＤを無償貸与します。テ
ーマソングのＣＤについても引き続き無償配布しています。

　今回、ダンスの振り付けやストレッチ体操の動画ＤＶＤを作成しました。

♪みんなでLet’s歩キングダンス♪
ある

★歩キングで健康づくり②★

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連し
た健康情報や取組みをお届けします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

あるある

ある

ある

ある

豊岡市マスコット
玄さん

　酸素を使いながら、体内の糖質や脂肪を燃焼
し、体を動かすエネルギーを生み出す運動です。呼
吸は普段よりも軽く弾んでいて、人と楽に会話がで
きる程度がよいといわれています。
9月25日発行の市広報紙を要チェック！
　体を動かすことがいいのは分かってるんだけど、
忙しくて…という方でも取り組みやすい運動のヒン
トを掲載しています♪ぜひ、ご覧ください。

「歩キング体操」も同じテーマソン
グに合わせた体操です♪

ＤＶＤの中では、わしとコーちゃんも
一緒に踊っとるでぇ♪

ある

ある
★市ホームページでも、歩キ
ング体操・歩キングダンスの
動画を見ることができます！
　ぜひ、ご覧ください。

ところで、「歩キングダンス」って何？

ＤＶＤができました♪

ＤＶＤを無償貸与します！

ある

ご希望の方は、健康増進課まで連絡してください。

※有酸素運動とは？

➡

ある

　体を動かすことは、リラックス効果や血流をよ
くする効果があります。特に、ウォーキングなどの
有酸素運動を行うことで、血流アップによる脳細
胞の活性化やむくみ解消、冷え性の改善などさ
まざまな効果が期待できます。普段、運動する機
会のない方は、体を動かすきっかけに「歩キング」
はいかがでしょうか？

体を動かすと、こんなにいいことが！

ある

　ストレッチ体操には、けがの予防、柔軟性の向
上、疲労回復の効果があります。体操やダンス、
ウォーキングの前にはストレッチ体操で運動の準
備をしましょう。

運動前には、ストレッチ体操を！

毎週火曜日は
歩
ある

キングデー
豊岡市マスコット

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
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◆オープニングイベント△

日　時　11月２日（金）午
後５時～△

場所・内容
・ウエルカム野だて…午後
５時～伊藤清永美術館
・KEiKO＊萬桂の世界展
内覧会…午後５時～伊藤清永美術館
・KEiKO＊萬桂、出石城跡で舞書パフォーマンス
　　　　　　　　　…午後７時～出石城「西の郭」
・ゴスペルシンガー　hハ ン ナannaのライブを楽しみな
　がらKEiKO＊萬桂と共にディナーパーティー
　　　　　　…午後８時～城山ガーデン特設会場

　市では、一人暮らしの高齢者などで、安否確認
や急病・災害などの緊急時に迅速な対応が必要な
方に対し、緊急通報装置を貸与しています。△

対象者　65歳以上で一人暮らしの方、および高
齢者世帯で障害または病弱などにより必要と認
められる方

※NTT一般電話回線の方に限ります（携帯電話は不
可）

　光電話回線の方は、事前に相談してください。△

利用者負担金　機器設置工事費の半額（４千円～
６千円程度）△

機器外観

△

緊急時の流れ
　①通報を受けた市消防本部は利用者を確認し応
答します。

　②利用者から返事がある場合、緊急事態が確認
されれば緊急出動します。

　③利用者から返事がない場合、申請時に登録し
た近隣協力員（３人）に順次連絡し、安否確認
を依頼します。近隣協力員は、利用者宅へ急
行して安否確認を行い、市消防本部に状況を
連絡します。緊急事態が確認されれば緊急出
動します。△

申請方法　緊急通報システム利用申請書、利用
確認書、機器貸借契約書（２部）を提出してください。
※担当民生委員の意見が必要です。△

申請書設置場所　高年福祉課、各総合支所市民
福祉課

《申請・問合せ》高年福祉課高年福祉係
　　　　　　　　☎29-0055

△

入場料　前売券5,000円、当日券6,000円
※電話で申し込みください。
◆KEiKO＊萬桂によるギャラリートーク
①11月10日（土）午後１時30分～
②11月24日（土）午後１時30分～
　KEiKO＊萬桂さんが、スライドによる作品解説
を行い、その後、展覧会場を一緒に回ります。
◆施設概要△

開館時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後
４時30分まで、水曜日休館）△

入館料　一般600円、大学・高校生400円、65歳
以上・身障者300円、小・中学生200円

※小・中学生は、ココロンカード提示で無料

K
け い こ

EiKO＊萬
ば ん

桂
け い

の世界展
～昨日の月　山陰から世界へ～

　市では、本市出身のアーティスト「KEiKO＊萬桂」さんの企画展
を開催します。
　KEiKO＊萬桂さんは、幼少のころに祖父母、母から書道を学ん
だ経験から、芸術活動の基本に墨が生かされてきました。
　大学卒業後は、テキスタイルデザイナーとして活躍、またハウス
デザイナーとして小泉今日子のドレスデザインも手掛けてきました。
　その後、渡仏経験を生かして開催したパリでの個展で行ったライ
ブパフォーマンスが、現在の「舞書」へと発展しました。
　今回の企画展は、初期作品から現在のスタイルである「舞書」によ
る作品約40点を展示します。躍動する精神のもとに生まれる作品
の数々を、ぜひ、ご覧ください。

《問合せ》伊藤清永美術館☎52-5456

【会期　11月3日（土・祝）～12月11日（火）　会場　伊藤清永美術館】

一人暮らし高齢者などに緊急通報装置を貸与しています

▲舞書パフォーマンス
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「HPVワクチン接種」と「子
宮頸がん検診」で予防しよう！

の
感
染
と
い
わ
れ
て
お
り
、
感

染
か
ら
数
年
〜
十
数
年
後
に
発

症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

H
P
V
の
感
染
は
ほ
と
ん
ど
が
性

交
渉
に
よ

る
も
の
で
、

性
交
経
験

の
あ
る
女

性
で
あ
れ

ば
誰
で
も
感
染
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

②
症
状

　

初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
、
ほ
と

ん
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
不

正
出
血
や
お
り
も
の
の
増
加
、
性

交
の
と
き
の
出
血
な
ど
に
気
が
付

い
た
と
き
に
は
、
が
ん
が
進
行
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

③
予
防
の
た
め
に

　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
で
き
る
ワ

第7号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年10月25日

健
康
か
わ
ら
版

　
「
子
宮
頸
が
ん
」や「
乳
が
ん
」

に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
得
る

こ
と
は
、
そ
れ

ら
の
が
ん
の
予

防
や
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
子
宮
頸
が
ん
と
は

　

日
本
で
1
日
に
約
10
人
が
死
亡

し
て
い
る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。
全

て
の
女
性
に
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
近
年
は
、
20
〜
30
代
で
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
ほ
ぼ
1
0
0

パ
ー
セ
ン
ト
が
発
が
ん
性
の
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）

ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

中
学
1
年
生
〜
高
校
1
年
生
相
当

年
齢
の
女
子
を
対
象
に
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す（
詳
細
は
、

4
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

　

ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
、

性
交
渉
経
験

前
に
行
う
こ

と
が
最
も
効

果
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
に
は
、
す
で
に
感
染
し

た
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
た
り
、
子

宮
頸
が
ん
の
進
行
を
抑
制
す
る
働

き
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
定
期
的
な
検

診
で
、
が
ん
に
な
る
前
の
状
態
で

発
見
で
き
、
が
ん
に
な
る
前
に
治

療
が
可
能
な
病
気
で
す
。

　
中
学
生
に
な
っ
た
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
年
に

1
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
乳
が
ん
と
は

　

乳
腺
に
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍
で

す
。
放
っ
て
お
く
と
悪
化
し
、
他

の
内
臓
な
ど
に
転
移
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
主
な
原
因
は
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
と

い
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
初
産
、
初

潮
年
齢
の
早
ま
り
や
閉
経
が
遅
く

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
関
係
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
カ
ロ
リ
ー

で
脂
肪
の
多
い
食
生
活
も
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
症
状

　

乳
が
ん
発
見
の
き
っ
か
け
の
大

半
が
し
こ
り
で
す
。

③
予
防
の
た
め
に

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
最
善

の
対
策
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
2

年
に
1
度
、
検
診
を
受
け
る
こ
と

と
、
月
に
1
回
、
自
己
検
診
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
う
女
性
が

乳
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
、
吸

わ
な
い
方
に
比
べ
て
1
・
9
倍
に

な
る
と
い
う

研
究
結
果
も

報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
禁

煙
も
乳
が
ん

予
防
の
一
つ

で
す
。

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

女
性
必
見
！

子
宮
頸け

い

が
ん
と
乳
が
ん
を

知
ろ
う
！

【
子
宮
頸
が
ん
】

【
乳
が
ん
】

さぁ、あなたも家族のため、自分のため
に、年に1度、がん検診を受けましょう！

「雁［がん］」と「癌［がん］」を、「検診［けんしん］」
と「（上杉）謙信［けんしん］」をかけています。

◀厚生労働省がん検診イメージキャラクター



広報とよおか　2012.10.2517

◆
一
般
の
部

大
盛
り
を
頼
み
食
べ
た
の
普
通
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
松　

実
）

残
り
物
調
理
す
る
マ
マ
恰
好
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
井
慶
信
）

孫
ま
ね
て
も
っ
た
い
な
い
が
口
ぐ

せ
に　
　
　
　
　
　
（
ヒ
デ
じ
い
）

メ
モ
に
す
る
廃
油
も
ち
ろ
ん
リ
サ

イ
ク
ル　
　
　
　
　
（
中
川　

修
）

お
下
が
り
は
む
か
し
兄
か
ら
い
ま

子
か
ら　
　
　
　
　
（
か
て
き
ん
）

い
き
お
く
れ
取
り
返
せ
な
い
祝
い

金　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
か
る
風
）

冷
蔵
庫
整
理
は
腕
の
見
せ
所　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
中
崎
か
ず
や
）

血
税
を
な
ん
と
思
う
の
議
員
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
来
多
運
）

幼
時
か
ら
聞
い
た
教
え
は
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
永
田
政
己
）

孫
に
言
う
蛍
の
光
窓
の
雪　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
戸
康
孝
）

途
上
国
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
大

達
人　
　
（
浦
賀
の
カ
ズ
チ
ャ
ン
）

野
菜
く
ず
畑
に
返
し
ま
た
野
菜　

　
　
　
　
　
　
　
（
ら
く
ち
ゃ
ん
）

能
あ
る
鷹
隠
し
た
ま
ま
が
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
マ
リ
ー
ナ
）

捨
て
る
紙
あ
れ
ば
拾
う
彼
エ
コ
ひ

い
き　
　
　
　
　
（
の
ん
き
さ
ん
）

食
べ
残
し
も
っ
た
い
な
い
と
腹
の

中　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
さ
ん
）

エ
コ
管
理
進
め
る
呪
文
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
　
（
中
原　

修
）

捨
て
る
よ
り
値
引
き
し
て
売
る
期

限
前　
　
　
　
　
　
（
ば
た
ん
休
）

よ
く
噛
ま
ず
食
べ
て
消
え
去
る
母

の
味　
　
　
　
　
（
長
峯
福
太
郎
）

ま
る
ご
と
の
も
っ
た
い
使
う
道
拓

く　
　
　
　
　
　
　
　
（
れ
ん
げ
）

リ
サ
イ
ク
ル
出
来
な
い
私
を
捨
て

ま
し
た　
　
　
　
　
（
長
峯
雄
平
）

世
界
か
ら
絶
賛
さ
れ
る
国
民
性　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
宗
一
）

作
る
人
偲
び
無
駄
に
は
せ
ぬ
誓
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
井
秀
幸
）

も
っ
た
い
な
い
昔
は
節
約
今
は
エ

コ　
　
　
　
　
　
　
　
（
苺
大
福
）

生
ご
み
の
肥
料
で
咲
か
せ
た
マ
イ

花
壇　
　
　
　
　
　
（
西
田
洋
明
）

捨
て
ら
れ
ず
タ
ン
ス
が
膨
れ
熱
く

な
る　
　
　
　
　
　
（
西
野
一
滴
）

ぬ
る
ま
湯
に
浸
か
っ
た
ま
ま
の
あ

の
若
さ　
　
　
　
　
（
西
村
嘉
浩
）

部
屋
の
隅
も
っ
た
い
な
い
が
眠
っ

て
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
障
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

見
覚
え
の
な
い
服
ば
か
り
た
ま
っ

て
く　
　
　
　
　
　
（
田
中
依
吹
）

ケ
チ
じ
ゃ
な
い
こ
れ
は
節
約
母
の

口
癖　
　
　
　
　
　
（
田
中
麻
衣
）

も
っ
た
い
な
い
お
か
ず
の
残
り
そ

の
ま
ま
は　
　
　
　
（
田
村
美
玖
）

売
れ
残
り
食
べ
ら
れ
る
の
に
ポ
イ

ポ
イ
ポ
イ　
　
　
　
　
（
ち
ゃ
ま
）

節
電
だ
な
の
に
ク
ー
ラ
ー
18
℃　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

「
も
っ
た
い
な
い
」一
番
わ
か
っ
て

る
う
ち
の
犬　
　
（
角
森
多
久
哉
）

小
中
高
私
学
に
通
う
の
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
（
角
森
み
ゆ
き
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
一
言
に
善
行

賞　
　
　
　
　
　
（
戸
田
山
愛
華
）

だ
れ
か
い
る
電
気
の
つ
い
て
る
そ

の
部
屋
に　
　
（
さ
さ
き
の
ぼ
る
）

大
量
買
い
本
当
に
そ
れ
は
使
う
物

　
　
　
　
　
　
　
　
（
苫
田
理
瑚
）

こ
れ
い
つ
の
?
買
っ
た
こ
と
さ
え

忘
れ
た
食
材　
　
　
　
　
（
匿
名
）

あ
れ
ほ
し
い
本
当
に
必
要
か
む
だ

じ
ゃ
な
い
か　
　
　
　
　
（
匿
名
）

い
ら
な
い
よ
買
い
物
袋
エ
コ
の
た

め　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
有
紀
）

も
っ
た
い
な
い
世
界
を
つ
な
ぐ
そ

の
言
葉　
　
　
　
　
（
中
田
若
那
）

分
か
っ
て
て
も
つ
ぎ
つ
ぎ
買
っ
た

安
い
物　
　
　
　
　
　
（
ジ
ミ
ー
）

買
い
す
ぎ
て
使
い
道
な
い
1
0
0

均
商
品　
　
　
　
　
（
タ
ピ
オ
カ
）

リ
サ
イ
ク
ル
い
ら
な
い
も
の
は
さ

い
り
よ
う　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

骨
粗
し
ょ
う

症
は
、
骨
量
が

減
っ
て
骨
の
内

部
が
ス
カ
ス
カ

に
な
り
、
骨
折

し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
初
期

は
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
検
査
で

発
見
さ
れ
ま
す
。
進
行
す
る
と

「
首
・
肩
・
腰
の
慢
性
的
な
痛
み
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

骨
量
の
蓄
え
は
20
歳
前
後
を

ピ
ー
ク
に
40
歳
前
後
か
ら
減
り
始

め
、
特
に
女
性
は
、
閉
経
後
に
急

速
に
減
少
し
ま
す
。
20
歳
か
ら
検

診
を
受
け
て
自
分
の
骨
の
状
態
を

知
り
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
、
9
月
25
日
発
行
の
市

広
報
紙「
健
康
か
わ
ら
版
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
場
所　

日
高
医
療
セ
ン

タ
ー　

2
階　

健
診
セ
ン
タ
ー

▽
検
診
方
法　

Dデ
キ
サ

X
A
法（
2
種

類
の
エ
ッ
ク
ス
線
を
骨
に
当
て

て
、骨
密
度
を
測
定
す
る
方
法
）

▽
対
象
者　
20
〜
70
歳
の
女
性
市
民

　
（
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ

た
方
、
治
療
中
の
方
を
除
く
）

▽
申
込
方
法　

電
話
で
希
望
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

10
月
25
日（
木
）〜

11
月
22
日（
木
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
☎
24

9
6
0
4

女
性
の
方
へ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
お
知
ら
せ

《日　時》
曜日

月
月 火 水 木 金

12月
10 11 12 13 14

17 18 19 20 21

１月 × × × 10 11

※時間　午後１時～２時30分
《料　金》

区分 年齢 料金

①

20歳、25歳、
30歳、35歳、
40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳の方

1,000円
※市民税非課税世帯の方、
生活保護受給中の方は
申請により免除（料金を
支払った後の返金はで
きません）

② 21歳～69歳で
希望する方

2,940円
※免除なし

③ 70歳の方 無　料
※年齢は平成25年３月末現在
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た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
未

納
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
後
納
制
度
を
利
用
し
て
、

老
齢
基
礎
年

金
額
の
増
額

ま
た
は
受
給

権
の
取
得
に

努
め
て
く
だ

さ
い
。

▽
後
納
期
間　

10
月
1
日
か
ら
平

成
27
年
9
月
30
日

▼
納
付
申
込
み　

後
納
制
度
は
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
日
本

年
金
機
構
ま
た
は
豊
岡
年
金
事

務
所
へ
申
込
書
を
提
出
し
た
後
、

審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
通
知
と

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
先
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
10
年
を
経
過
し
た
月
ご
と
に
納

付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
平
成
14
年
11
月
分
は
、
今

　

10
月
1
日
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
の
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制
度

で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合
や
、
資
格
取
得

な
ど
の
届
け
出
忘
れ
に
よ
り
、
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

〔
保
険
料
納
付
や
免
除
等
の
合
計

期
間
が
25
年（
3
0
0
月
）未
満
〕

に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の

が
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
10
月
1
日
か
ら
、
過
去
10

年
間
さ
か
の

ぼ
っ
て
未
納

期
間
等
の
保

険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
11
月
10
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
12
月
に
な
る
と
納
付
で
き
ま

せ
ん
。

・
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
0
1
1
0
5
0

　

0
5
0
、0
7
0
か
ら
始
ま
る

電
話
か
ら
の
場
合
は　

　

☎
03

6
7
3
1

2
0
1
5
、

　

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所　

　
「
年
金
機
能
強
化
法
」の
成
立

に
よ
り
、
年
金
の
受
給
資
格
期

間（
保
険
料
納
付
や
免
除
期
間
等

の
合
計
）が
、
こ
れ
ま
で
の
25
年

（
3
0
0
月
）か
ら
10
年（
1
2
0

月
）に
短
縮
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
に
未
納
期
間
が

あ
っ
た
り
、
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、

年
金
受
給
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
、

ぜ
ひ
後
納
制
度
を
利
用
す
る
な
ど

も
う
一
度
年
金
受
給
に
つ
い
て
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
年
金
事
務
所
に

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

平
成
23
年
4
月
に「
障
害
年
金

加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
、
以

前
は
、
障
害
基
礎
年
金
請
求
時
に

子
が
い
る
場
合
の
み
加
算
が
付
き

ま
し
た
が
、
新
し
い
制
度
で
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
に
子
の

出
生
や
縁
組
な
ど
で
子
が
増
え
た

場
合
も
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
と
は
、
18
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
高
校
在
学
年
齢
に
あ
る

子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
1
級
・
2

級
の
障
害
が
あ
る
子
で
、
障
害
基

礎
年
金
受
給
者
と
生
計
維
持
関
係

が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
に
は
、

昨
年
3
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
通

知
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
は
、「
障
害

給
付
加
算
額
・
加
給
年
金
加
算
開

始
事
由
該
当
届
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
年
金
事
務
所
、

市
民
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
27
年
10
月
か
ら

　

年
金
受
給
資
格
期
間
が

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

障
害
基
礎
年
金
に
お
け
る

子
の
加
算
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西
オ
ン
グ
ル
島
に
あ
る「
大
池
」

と
い
う
池
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の

池
は
毎
年
、
透
明
で
き
れ
い
な
氷

を
張
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

浅
い
と
こ
ろ
で
は
湖
底
ま
で
見
え

ま
し
た
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
南

極
で
生
き
て
い
る
黄
色
の
コ
ケ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

池
は
夏
に
は
氷
が
全
て
溶
け
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夏
が
終
わ

る
こ
ろ
か
ら
、
時
間
を
か
け
て

凍
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
と
て
も
透
明
な
氷
を
張
り
ま

す
。

　

池
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
白
い
模

様
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
氷
の
上

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑩
大お

お

池い
け

に
乗
っ
た
雪
か
と
思
っ
た
ら
、
こ

の
白
い
も
の
は
氷
の
中
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
雪
が
入
っ
た
の
で

は
な
く
、
氷
が
で
き
る
と
き
に
下

か
ら
上
が
っ
て
き
た
気
泡
が
氷
の

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
そ
こ
に
霜

が
付
い
て
白
く
な
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
張
り
詰
め
た
寒
さ
の
中

で
、
神
秘
的
な
光
景
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
寒
く
て
ほ
こ
り

の
少
な
い
世
界
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
雪
面
は
風
で
削
ら
れ
、

テ
カ
テ
カ
と
輝
く
光
沢
雪
面
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
オ
ン
グ
ル
島

へ
の
遠
足
は
ツ
ル
ツ
ル
滑
る
氷
の

上
を
歩
く
よ
う
な
も
の
で
、
大
変

苦
労
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
南
極

な
ら
で
は
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

の
防
災
を
高
め
た
い
。
そ
ん
な
、

「
小
さ
な
社
会
貢
献
」が
で
き
れ
ば

と
思
い
、
8
年
前
か
ら
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

̶

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

燃
料
と
な
る
ペ
レ
ッ
ト
は
、
木

く
ず
を
圧
縮
し
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

を
原
料
と
し
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー

ブ
と
の
違
い
は
、
熱
風
に
よ
る
強

制
的
な
熱
さ
で
は
な
く
、
輻ふ
く

射し
ゃ

熱

に
よ
る
柔
ら
か
な
暖
か
さ
を
体
感

で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
小
型
の
も
の
で
も
、
30

畳
近
い
空
間
を
暖
か
く
で
き
、
少

し
大
型
の
も
の
な
ら
、
家
全
体
を

暖
か
く
で
き
ま
す
。

̶

実
際
に
購
入
す
る
時
の
値
段
や

ポ
イ
ン
ト
は
？

　

豊
岡
市
の
助
成
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
安
価
な
も
の
な
ら
、
煙
突

や
取
り
付
け
手
数
料
込
み
で
、
総

額
23
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
と
比
べ
る
と
、

か
な
り
高
価
で
す
が
、
火
の
暖
か

̶

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
販
売
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

最
初
は
、
自
宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
導
入
し
、
趣
味
と
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
宅
が
台
風
に
よ
る

水
害
で
浸
水
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、『
山
の
保
水
力
』の
重
要
さ

に
気
付
き
ま
し
た
。
間
伐
材
を
使

っ
た
ペ
レ
ッ
ト
を
大
量
に
消
費
す

る
こ
と
で
、
林
業
を
活
性
化
さ
せ
、

山
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
、
地
域

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

Sサ
ン
U
N
　
Wウ

エ

ス

ト

E
S
T（
塩
津
）

̶

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
普
及
で
ふ
る
さ
と
の
山
を
守
る

̶

企業紹介

み
や
環
境

改
善
に
理

解
の
あ
る

方
に
購
入

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、

日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で

す
。
そ
の
点
、
地
元
業
者
か
ら
購

入
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
修
理
に
駆
け

付
け
ら
れ
ま
す
。

̶
環
境
へ
の
効
果
は
？

　

ペ
レ
ッ
ト
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。
ま
た
、
燃
や
し
て

も
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
量
を

増
や
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ペ
レ

ッ
ト
製
造
は
林
業
を
活
性
化
し
、

森
を
豊
か
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

カ
ロ
リ
ー（
熱
量
の
単
位
）当
た

り
の
燃
料
代
が
、
灯
油
よ
り
安
価

な
こ
と
も
魅
力
で
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
知
名
度

は
、
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
ず
は
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
な
ど
を
通
し

て
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
26

1
7
7
7

▲氷の中に閉じ込められた気泡

▲柔らかな暖かさが特徴の「ペレットストーブ」

▲ペレット

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

○24
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平
成
24
年
度〈
7
〜
9
月
〉

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

エ
コ
バ
レ
ー
、

大
交
流
の
推
進

《
平
成
24
年
7
〜
9
月
取
組
み
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー
）の
整
備

　

市
は
、
㈱
カ
ネ
カ
と
大
規
模
太

陽
光
発
電
事
業
に
関
す
る
業
務
委

託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
を
進

め
る
た
め
、
6
8
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
一
般

家
庭
約
2
0
0
世
帯
分
の
発
電
能

力
）の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。　

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
実

施

　

市
民
・
企
業
が
環
境
行
動
を
行

う
き
っ
か
け
、
環
境
行
動
の「
見

え
る
化
」を
進
め
る
た
め
、
7
月

18
日
か
ら
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
開
始
。
こ
れ
は
、
本
市
独
自

の
制
度
で
、
3
年
間
、
市
民
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
と
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

の
二
つ
を
展
開
し
ま
す
。

■
豊
岡
の
情
報
誌「
豊と
よ

岡お
か

顔
ふ
ぇ
い
す

」

　

第
2
号
の
11
月
中
旬
発
行
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

生
物
多
様
性
関
連
事
業

の
推
進

《
平
成
24
年
７
〜
９
月
取
組
み
》

■「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

　

7
月
3
日
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ
ロ
ー
ブ

賞
受
賞

　

7
月
7
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開

催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
11

回
締
約
国
会
議
の
世
界
湿
地
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
で
、「
円
山
川
」が
ブ
ル
ー

グ
ロ
ー
ブ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
ラ
ム
サ
ー
ル
Wウ

ィ

ー

ク

E
E
K

　
「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
7
月

22
〜
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

・
延
べ
約
1
5
0
0
人
が
参
加

■「
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校
」の

開
催

　

8
月
9
日
、
東
京
大
学
弥
生
講

堂
で
、
佐
渡
市
、
大
崎
市
、
豊
岡

市
が
合
同
開
催
。
3
市
の
子
ど
も

た
ち
が
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
東
京
大
学
の
豊
岡
実
習

　

8
月
29
日
〜
9
月
1
日
、
東
京

大
学
大
学
院
生
8
人
が
、
田
結
区
、

気
比
区
で
の
生
物
調
査
、
聞
き
取

り
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
事
業
の推進

　

新
庁
舎
建
設
工
事
で
は
、
周
辺

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
不
測
の
事

態
が
あ
り
、
来
春
の
竣
工
は
難
し

い
状
況
で
す
。
早
期
の
竣
工
を
目

指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

《
平
成
24
年
7
〜
9
月
取
組
み
》

■
工
事
の
状
況

○
現
本
庁
舎
工
事
…
3
階
の
復
元  

工
事
、
1
・
2
階
の
外
壁
補
修  

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
工
事
…
西
側
低
層
棟
、

高
層
棟
1
階

の
躯く

体
工
事

が
完
了
し
ま

し
た
。

■
そ
の
他

　

新
庁
舎
3
〜

6
階
の
執
務
室

の
カ
ウ
ン
タ
ー

等
の
備
品
購
入

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

〔
契
約
の
相
手
方
〕

㈱
事
務
機
の
サ
カ
モ
ト

※
1
・
2
階
は
建
築
工
事
で
対
応

《
10
月
以
降
の
予
定
》

　

引
き
続
き
、
現
本
庁
舎
3
階
の

復
元
工
事
、
外
壁
補
修
工
事
お
よ

び
新
庁
舎
躯
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
港
地
区
公
民
館
で
、

地
域
住
民
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

■「
田
ん
ぼ
の
学
校
」の
実
施

　

5
〜
9
月
、
市
内
11
地
域
で
、

市
の「
出
張
！
田
ん
ぼ
の
学
校
」制

度
を
活
用
し
た
生
き
も
の
調
査
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
Eエ
ネ

オ

ス

N
E
O
S
わ
く
わ
く
生
き
物

学
校
の
実
施

　

9
月
22
〜
23
日
、
J
X
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
協
賛
に

よ
り
実
施
。
ラ
ム
サ
ー
ル
エ
リ
ア

の
田
結
区
を
中
心
に
湿
地
や
生
き

も
の
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

・
市
外
か
ら
13
組
の
親
子
が
参
加

《
10
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
南
日
本
海
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル

湿
地
交
流
会
の
開
催

　

10
月
6
〜
7
日
、
日
本
海
側
の

ラ
ム
サ
ー
ル
サ
イ
ト
で
活
動
す
る

子
ど
も
た
ち
の
交
流
会
を
豊
岡
で

開
催
し
ま
し
た
。
三
方
五
湖（
福

井
県
）、中な
か

海う
み（
鳥
取
県
）、宍
道
湖

（
島
根
県
）、
円
山
川
下
流
域
・
周

辺
水
田（
豊
岡
市
）の
小
・
中
学
生

54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
検
討
委

員
会
の
開
催

　

今
年
度
中
の
戦
略
策
定
を
目
指

し
て
、
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

・
第
3
回
開
催　

10
月
23
日

策
定　

　

来
春
を
目
途
に
、
大
交
流
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
2

開
催

　

7
月
25
日
、
首
都
圏
で
の
情
報

発
信
を
目
的
に
東
京
で
開
催
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
実
践
農
家
に

よ
る
放
談
、
ふ
る
さ
と
映
像
・
城

崎
ス
ケ
ッ
チ
の
放
映
、
豊
岡
の
魅

力
溢
れ
る
食
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
1
7
1

人
が
参
加

《
10
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
整
備

　

10
月
に
は
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の

設
置
作
業
を
始
め
、
年
内
に
完
成

さ
せ
て
、
売
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

　

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
第
1
回

抽
選
会
を
、
11
月
4
日（
日
）に
総

合
体
育
館
前
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。

■
豊
岡
の
情
報
誌「
豊
岡
顔
」発
行

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定

▲高層棟2階の躯体工事の様子



広報とよおか　2012.10.2521

歩
い
て
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

《
平
成
24
年
7
〜
9
月
取
組
み
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
行
政
区
単
位
で
健
康
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
区
民
の

健
康
増
進
と
地
域
活
力
の
向
上
を

図
る
事
業
で
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
4
区（
西
花
園
、

下
陰
、
日
高
町
岩
中
、
竹
野
町
桑

野
本
）で
、
8
月
か
ら
血
液
検
査
、

体
組
成
測
定
、
歩
数
計
配
布
な
ど

を
始
め
ま
し
た
。

　

運
動
開
始
後
約
2
週
間
で
、「
歩

く
こ
と
が
と
て
も
楽
に
な
っ
た
」

と
い
う
方
が
あ
る
な
ど
、
区
の
中

で
モ
デ
ル
事
業
の
活
動
状
況
が
話

題
に
な
り
、
歩
数
計
の
利
用
や
運

動
教
室
へ
の
新
た
な
参
加
申
込
み

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

○
運
動
開
始
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
・
回
答
者　

約
1
5
0
0
人

○
運
動
教
室

・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
…
か

ら
だ
引
き
締
め
、
生
活
習
慣
病

や
介
護
予
防

・
熊
本
大
学
教
授 

都つ
づ
く竹
茂
樹
さ

ん
が
各
区
に
入
り
指
導

・
8
月
末
か
ら
下
陰
区
、
桑
野
本

公
共
交
通
利
用
促
進

《
平
成
24
年
7
〜
9
月
取
組
み
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

○
神
鍋
線
利
用
促
進
企
画

　

7
月
20
日
〜
8
月
31
日
の
金
曜

日
の
夜
、
道
の
駅
神
鍋
高
原
で
、

「
神
鍋B

ビ
ア

eer N

ナ
イ
ト

ight!

」を
実
施
し

ま
し
た
。
8
月
3
日
に
は
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
井
上
香
織
選
手
を

応
援
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
7
月
19
日
、
推
進
協
議
会
役
員

会
開
催

○
9
月
1
〜
30
日
、
利
用
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

○
乗
込
調
査
実
施（
延
べ
3
回
）

■
eイー
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー　

○
9
月
20
日
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施

　

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機
関

で
の
通
勤
へ
転
換
す
る
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」と
、「
e
通
勤
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
周
知
し
ま
し
た
。

■
バ
ス
待
合
所
整
備
事
業

　

7
月
31
日
、
全
但
バ
ス
神
鍋
線

「
栗
栖
野
バ
ス
停
」整
備

　

地
域
の
住
民
団
体
な
ど
が
バ
ス

待
合
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に
、

整
備
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
制
度
で
、「
栗
栖
野
バ
ス
停
」

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■「
サ
ン
ス
ト
夏
の
夜
市
」公
共
交

通
P
R
活
動

　

7
月
20
、
27
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
を
展
示
し
、
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
た
バ
ス
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
K
T
R
市
民
号

  

8
月
18
日
、「
K
T
R
で
行
く
！

夏
の
海
鮮
グ
ル
メ
＆
温
泉
入
浴　

ほ
ろ
酔
い
列
車
ツ
ア
ー
」と
題
し

て
、
舞
鶴
・
宮
津
方
面
へ
運
行
し

ま
し
た
。

《
10
月
以
後
の
予
定
》

■
臨
時
快
速
列
車「
山
陰
海
岸
ジ

オ
ラ
イ
ナ
ー
」利
用
助
成　

　

J
R
山
陰
本
線
を
走
る「
山
陰

海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
」を
8
人
以

上
の
団
体
で
利
用
し
た
場
合
、
鉄

道
運
賃
の
2
分
の
1
を
助
成
す
る

事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

《
平
成
24
年
7
〜
9
月
取
組
み
》

■
南
庁
舎
別
館
の
利
活
用

　

建
物
の
歴
史
的
な
価
値
を
活い

か

し
な
が
ら
、「
お
菓
子
」を
テ
ー
マ

に
し
た
に
ぎ
わ
い
の
交
流
拠
点
施

設
を
創
出
し
ま
す
。

○
利
活
用
の
コ
ン
セ
プ
ト

①「
お
菓
子
」を
テ
ー
マ
に
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う

②
に
ぎ
わ
い
・
交
流
拠
点
と
し
て

中
心
市
街
地
の
新
た
な「
顔
」と

し
て
活
用
す
る

③
地
元
産
の
食
材
や
産
品
等
の
活

用
、
商
店
街
等
の
団
体
と
連
携

を
図
る

《
10
月
以
後
の
予
定
》

■
南
庁
舎
別
館
の
利
活
用

・
公
募
に
よ
る
提
案
を
求
め
、
最

も
的
確
と
判
断
し
た
事
業
者
に

管
理
・
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

・
実
施
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

・
平
成
26
年
春
オ
ー
プ
ン
予
定

■（
仮
称
）カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ

ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業

　
「
か
ば
ん
」を
ツ
ー
ル
に
宵
田
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ー
ツ
シ
ョ

ッ
プ
、
か
ば
ん
職
人
を
育
成
す
る

学
校
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
実

施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

・
平
成
25
年
秋
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ

ン
予
定

■「
い
ち
ご
駐
車
場
」

　

整
備
構
想
策
定
を
進
め
ま
す
。

区
で
開
始

・
参
加
者　

約
2
0
0
人

○
歩
数
計

　

体
組
成
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
で

体
重
や
体
脂
肪
率
の
変
化
を
確
認

し
た
り
、
歩
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
す
。

・
利
用
者　

約
2
3
0
人

《
10
月
以
後
の
実
施
・
予
定
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

○
運
動
教
室

　

11
月
か
ら
西
花
園
区
、
岩
中
区

で
始
め
ま
す
。

○
成
果
の
評
価
等

・
運
動
教
室
の
成
果
は
、
運
動
開

始
後
3
カ
月
で
一
定
の
評
価
を

行
い
ま
す
。

・
そ
の
他
、
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る

市
民
の
健
康
度
や
地
域
活
力
に

関
す
る
成
果
は
、
評
価
・
検
証

の
都
度
、
市
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▲モデル地区での運動教室（下陰区）



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

10
月
か
ら
、
健
康
福
祉
施
設
内

に
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を

開
設（
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
）し
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
で
は
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話
メ

ー
ル
で
、
24
時
間
3
6
5
日
、
障

害
者
の
虐
待
に
か
か
わ
る
通
報
や

届
け
出
、
支
援
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

そ
れ
に
先
駆
け
、
9
月
22
日
、

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
障
害
者
虐

待
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
毎
日
新
聞
社
論

説
委
員
の
野
澤
和
弘
さ
ん
が
、「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
暮
ら

し
や
す
い
街
に
」と
題
し
て
行
い
、

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部

社
会
福
祉
学
科
准
教
授
の
田
垣

正ま
さ

晋く
に

さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
、
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
職
員
、
保
護
者
、
障
害
当
事

者
な
ど
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

豊
岡
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
開
設
＆

 

障
害
者
虐
待
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

9
月
29
日
、
い
の
ち
へ
の
共
感

に
つ
い
て
、
体
験
を
通
し
て
考
え

て
い
た
だ
く
、
い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
事
業「BE 

A
LIV
E! in T

O
Y
O
O
K
A

〜
い

ま
、豊
岡
で
生
き
て
い
る
！
」を
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
約

2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、短
編
物
語「
凧た
こ

に

な
っ
た
お
母
さ
ん
」を
上
映
し
た
後
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
普ふ

天て
ん

間ま

か
お
り
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
に
よ
り
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

黒
田
征
太
郎
さ
ん
と
中
貝
市
長
が

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
支
援
活
動
か
ら
得
た
い
の

ち
の
つ
な
が
り
、
ま
た
、
暮
ら
し

や
伝
統
を
守
り
、
自
然
や
生
き
も

の
と
の
共
生
を
進
め
る
取
組
み
を

通
し
て
、
私
た
ち
が
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
、
普
天
間
か
お
り
さ

ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
続
き
、
絵か
い

話わ

教
室「
黒
田
征
太
郎
さ
ん
と〝
い
の

ち
を
描
こ
う
〞」が
開
か
れ
、
28
組

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
黒
田
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
1
時
間
余
り

一
生
懸
命
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、い
の
ち
へ
の
共
感
の
考
え

を
取
り
入
れ

た
市
の
取
組

み
を
パ
ネ
ル

に
し
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
、

各
総
合
支
所

を
巡
回
展
示

し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
事
業「B

ビ
ー

E A

ア

ラ

イ

ブ

LIVE!
i

イ
ン

n T

ト

ヨ

オ

カ
OYOOKA

〜
い
ま
、豊
岡
で
生
き
て
い
る
！｣

開
催

　

首
都
圏
を
中
心
に
書
店
を
展
開

す
る
三
省
堂
書
店
の
文
庫
本
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
に
、
10
月
1
日
か
ら
1

カ
月
間
、
本
市
イ
メ
ー
ジ
広
告
第

4
弾
を
掲
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
近
畿
最
古
の
芝
居
小

屋
で
あ
る
出
石
永
楽
館
と
7
月
に

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
た
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水

田
を
紹
介
し
、
豊
岡
の
知
名
度
ア

ッ
プ
と
誘
客
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。 〜

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
登
録
と
歌
舞
伎
上
演
に
合
わ
せ
て
〜

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
へ
の
広
告
掲
出
第
４
弾「
出
石
・
豊
岡
編
」▲出石永楽館の歌舞伎上映と湿地で暮らすコ

ウノトリをデザイン

▲子どもたちが感じた「いのち」
を絵で表現

▲トークライブ（左から、普天間かお
りさん、黒田征太郎さん、中貝市長）

【
9
月
】

27
日
・
豊
岡
市
議
会
基
本
条
例
制

定

　
　

・
豊
岡
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画（
改
定
版
）策
定

　
　

・
Ｊ
Ｒ
列
車
事
故
対
応
合
同

訓
練

28
日
・
豊
岡
市
環
境
審
議
会

　
　

・
ス
ペ
ー
ス
キ
ッ
ズ
〜
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
見
学
と
体
験
活
動
〜

報
告
会

29
日
・
第
21
回
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会（
〜

30
日
）

　
　

・
但
東
北
部
新
泉
源
供
用
開
始

【
10
月
】

1
日
・
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ

ー
開
設

　
　

・
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
豊
岡
市

広
告
掲
出（
〜
31
日
）

5
日
・
清
滝
・
西
気
小
学
校
統
合

に
向
け
た
通
学
訓
練

6
日
・
南
日
本
海
子
ど
も
ラ
ム
サ

ー
ル
湿
地
交
流
会（
〜
7
日
）

8
日
・
と
よ
お
か
家
族
の
日

　
　

・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
2

9
日
・
豊
岡
市
・
京
丹
後
市
合
同

会
議

10
日
・
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
　
（
毎
月
第
2
水
曜
日
）
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各
地
で
大
水
害
が
発
生
し
た
場

合
、
必
ず
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
災
市
町
村
長
に
対
し「
災
害
時

に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
こ
と
」を

メ
ー
ル
で
送
り
、
併
せ
て
ご
み
処

理
の
留
意
点
を
市
の
担
当
か
ら
先

方
の
担
当
に
送
ら
せ
ま
す
。

　

任
期
の
限
ら
れ
て
い
る
市
町
村

長
に
と
っ
て
、
大
災
害
は
ほ
と
ん

ど
の
場
合「
初
め
て
の
経
験
」で
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
。

　

豊
岡
は
、
平
成
16
年
の
台
風
23

号
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

死
者
7
人
、
床
上
浸
水
以
上
約

5
千
世
帯
。
そ
の
数
字
の
背
後
に
、

市
民
の
途
方
も
な
い
苦
し
み
が
横

た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

反
省
を
踏
ま
え
、
豊
岡
か
ら
全

国
の
大
水
害
経
験
市
町
村
に
声
を

掛
け
、
失
敗
の
経
験
、
反
省
、
教

訓
な
ど
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
を

「
被
災
地
か
ら
お
く
る
防
災
・
減

災
・
復
旧
ノ
ウ
ハ
ウ（
水
害
サ
ミ

ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
編
）」と

し
て
出
版
し
ま
し
た
。

　

そ
の
本
の
冒
頭
に「
災
害
時
に

ト
ッ
プ
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
28
日
の
参
議
院
予
算

委
員
会
で
、
和
歌
山
県
選
出
の
世せ

耕こ
う

弘ひ
ろ

成し
げ

議
員
が
概
要
こ
ん
な
質
問

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
貝
市
長
が
和
歌
山
県
の
被

災
市
町
村
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
例
え
ば
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
す
ぐ
に
立
ち
上
げ

ろ
』『
判
断
の
遅
れ
は
命
取
り
。
ト

ッ
プ
の
判
断
を
早
く
す
る
こ
と
』

『
ト
ッ
プ
は
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て

で
き
る
だ
け
住
民
の
前
に
姿
を
現

し
、
市
役
所
も
全
力
を
挙
げ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
ろ
』。
と
こ
ろ
が

総
理
は
ぶ
ら
下
が
り
取
材
を
拒
否

し
、
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
な
い
」

　

野
田
総
理
の
答
弁
で
す
。

　
「
ナ
カ
ガ
ワ
市
長
は
私
の
友
人

で
あ
り
ま
す
の
で
…
」

　

ず
っ
こ
け
ま
し
た
。
で
も
、
そ

ん
な
勘
違
い
は
ど
う
で
も
い
い
の

で
す
。
今
年
の
6
月
、
大
水
害
経

験
市
町
村
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
る
水

害
サ
ミ
ッ
ト
で
、
和
歌
山
県
、
奈

良
県
の
市
町
村
長
が
次
々
に
お
礼

を
言
い
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
含
め
、
毎
年
の
よ
う
に

そ
ん
な
メ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い

ま
す
。
日
本
は
、
ま
さ
に「
災
害

列
島
」で
す
。
備
え
よ
、
で
す
。

　

10
月
11
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム「
こ
れ
か
ら
の
河
川
環
境
を
考

え
る
」（
国
土
交
通
省
主
催
・
世
界

銀
行
協
賛
）が
東
京
で
開
催
さ
れ
、

中
貝
市
長
が
招
待
を
受
け
ま
し
た
。

　

7
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
た「
円
山
川
下
流
域
・

周
辺
水
田
」は
、
日
本
で
初
め
て

河
川
を
主
に
登
録
さ
れ
た
湿
地
で

す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取

組
み
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
治
水

対
策
と
自
然
再
生
の
融
合
、
創
出

さ
れ
た
湿
地
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞

い
、
そ
れ
が
地
域
活
性
化
に
結
び

つ
い
て
い
る
事
例
は
、
世
界
に
誇

る
べ
き
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界
銀

行
開
発
研
究
グ
ル
ー
プ　

リ
ー
ド

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
カ
ー
ル
・
ハ
ミ

ル
ト
ン
さ
ん
が
基
調
講
演
を
行
い
、

中
貝
市
長
は
、「
人
と
自
然
の
共
生

―
小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
―
」

と
題
し
た
事
例
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
長
は
、北
海
道
大
学
大
学

院
教
授
の
中
村
太た
い

士し

さ
ん
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
こ
れ
か
ら
の
河

　

9
月
29
日
と
30
日
の
2
日
間
、

円
山
川
城
崎
漕
艇
場
お
よ
び
菊
屋

島
運
動
公
園
で
、「
第
21
回
全
国
市

町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
」

（
全
国
ボ
ー
ト
場
所
在
市
町
村
協

議
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
昨
年

も
本
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
2
年

連
続
同
じ
市
で
の
開
催
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
全
国
24
市
町
村（
北
は

秋
田
県
大オ
オ

潟ガ
タ

村
、
南
は
鹿
児
島
県

薩サ
ツ

摩マ

川セ
ン

内ダ
イ

市
）か
ら
1
0
9
ク
ル
ー
、

約
8
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

台
風
が
接
近
し
、
雨
の
中
で
の

開
催
で
し
た
が
、
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ

ア
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
全
レ
ー
ス

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
7
ク
ル
ー
が
参
加

し
、
中
貝
市
長
ク
ル
ー「
ハ
ヤ
ミ

ー
ズ
」も
歓
迎
を
込
め
て
オ
ー
プ

ン
参
加
し
ま
し
た
。

〜
ボ
ー
ト
を
通
し
て
、住
民
同
士
の
交
流
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
〜

第
21
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
を
開
催

こ
れ
か
ら
の
河
川
環
境
を
考
え
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
・
円
山
川
か
ら
報
告
〜

川
環
境
を
考
え
る
―
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生
の
価
値
―
」に
も
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

▲河川の治水や自然再生などについて意
見交換

▲色とりどりのユニフォームでスタート
する選手

10
月
20
日

60
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城
崎
温
泉　

落
語
＆
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ 

全
国
の
ボ
ー
ト
選
手
が

競
技
の
合
間
に
楽
し
い
一
夜
を
！

城 崎城 崎

中
竹
野
小
学
校
児
童「
稲
刈
り・脱
穀
」

一
粒
一
粒
を
大
事
に
し
よ
う

竹 野竹 野

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
生
物
多
様
性
企
画
展

第
１
回「
森
の
蝶
・
ゼ
フ
ィ
ル
ス
」

豊
岡
は
貴
重
な
生
き
も
の
の
宝
庫

豊 岡豊 岡

▲バックウッズマウンティニアーズ（大阪市）の奏でる音
楽に乗せられ、観客も踊らずにいられない？？

　

9
月
11
日
か
ら
10
月
8
日
ま
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文

化
館
で
、N
P
O
法
人
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
が

生
物
多
様
性
企
画
展　

第
1
回「
森
の
蝶
・
ゼ
フ
ィ

ル
ス（
ラ
テ
ン
語
で
西
風
の
意
）」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
翅は
ね

を
持
ち
、
住
む
森
が
豊
か
な
自
然
の
証

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
蝶
類
の
一
つ
で
す
。
日
本
の
ゼ
フ
ィ
ル
ス
25

種
の
中
の
20
種
が
豊
岡
盆
地
の
周
辺
部
か
ら
但
馬
の

山
地
帯
に
か
け
て
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

来
館
者
か
ら
は「
い
ろ
い
ろ
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
い
る
の
だ
わ
」と
い
う
声

が
聞
こ
え
、「
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
有
す
る
豊
岡
」

を
強
く
印
象
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
、
城
崎
温
泉
街
の
木き

屋や

町ま
ち

小こ
う
じ路
で
、
落

語
と
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス（
音
楽
）の
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
浴
衣
姿
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

落
語
家
の
桂　

歌
若
さ
ん
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

る
や
否
や「
驚
い
た
。
天
井
も
壁
も
な
い
。
横
を
見

れ
ば
車
が
通
る
し
…
屋
外
で
、
と
は
言
わ
れ
た
が
」

な
ど
と
、
持
ち
ネ
タ
で
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
ラ
イ
ブ
で
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に
!
会
場
が
一
体
と

な
り
、
手
拍
子
や
掛
け
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の
開
催
に
伴
い
企
画

さ
れ
た
歓
迎
の
催
し
に
、
来
場
者
は
、
笑
顔
と
元
気

を
持
ち
寄
り
、
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

9
月
28
日
、
中
竹
野
小
学
校
の
全
校
児
童
44
人
が

同
校
付
近
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
・
脱
穀
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
地
域
の
方
や
保
護
者
の
協
力

を
得
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
ら
は
、
慣
れ
な
い
鎌
を
使
い
、
広
さ
5
ア
ー

ル
程
度
の
田
ん
ぼ
の
稲
を
一
生
懸
命
に
刈
り
取
っ
て

い
ま
し
た
。
高
橋
駿
輔
君（
4
年
）は「
刈
り
取
り
や

す
い
稲
や
堅
く
て
刈
り
取
り
に
く
い
稲
が
あ
っ
た
。

今
年
で
4
回
目
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
の
手
で
刈
り
取
り
、
脱
穀
さ
れ
た「
も
ち
米
」

は
、
11
月
17
日
に
予
定
し
て
い
る「
餅
つ
き
大
会
」で

「
お
餅
」に
な
り
、
児
童
ら
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

▲「きれい」と言いながら、熱心に見入る子どもたち

▲みんなで協力し合い稲を刈り取る児童ら
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但
東
町　

資
母
こ
ど
も
ま
つ
り

東
井
先
生
に
思
い
を
は
せ
て
…

　

響
け
！
私
た
ち
の
歌
声
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲24時間ウォーク。がん患者や家族、友人、医療従事者
など約２千人が交代しながら夜通し歩く

　

9
月
16
日
と
17
日
の
2
日
間
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム

（
日
高
町
名
色
）で
、
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
in

但
馬
2
0
1
2（
同
実
行
委
員
会
等
主
催
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
で
は
、
が
ん
と
闘
う
方
々
の
勇
気
を
称

え
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
、
が
ん
で
悩
む
こ
と
の

な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
願
い
を
込
め
た
旗
を

持
ち
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
24
時
間
歩
き
続
け
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、「
大
切
な
人
と
幸
せ
な
時
を
た
く
さ

ん
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」、「
一
人
で
悩
ま
な
い
で
ね
」

な
ど
と
書
か
れ
た
1
5
0
0
個
の
紙
袋
が
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
夜
に
は
紙
袋
の
中
の
ろ
う
そ
く
に
火
が
と

も
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲会場の皆さんに練習の成果を披露する資母小学校児童。
会場外ではおこわが振る舞われた

　

9
月
29
日
、
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル（
但
東

町
出
合
）で
、
但
東
町 

資
母
こ
ど
も
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
資
母
小
学
校
児
童
や
地
域
住
民
ら
約
2
6
0

人
が
ホ
ー
ル
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
、
生
誕
1
0
0
年
を
迎
え
た
東
井

義
雄
先
生
の
詩「
ど
の
子
も
子
ど
も
は
星
」が
曲
に
な

っ
た
こ
と
を
知
っ
た「
た
じ
ま
の
う
た
ま
つ
り
実
行

委
員
会
」が
企
画
。
昨
年
秋
か
ら
練
習
を
積
ん
だ
同

校
児
童
ら
は
、
東
井
先
生
の
精
神
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
元
気
な
声
で
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

校
6
年
生
に
よ
る「
中
山
の
子
守
唄
」の
リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
や
、
大
西
恵
子
バ
レ
エ
教
室
の
生
徒
ら
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

チ
ク
タ
ク
奥
山
安
全
運
転
講
習
会

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

地
域
主
体
の
公
共
交
通「
チ
ク
タ
ク
」

出 石出 石
　

10
月
2
日
、
出
石
総
合
支
所
で
、
チ
ク
タ
ク
奥
山

安
全
運
転
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

が「
チ
ク
タ
ク
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
の
皆
さ
ん
に
、

運
転
技
術
の
確
認
と
安
全
運
転
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
年
1
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
豊
岡
自
動
車
教
習
所
か
ら
講
師
を
招
き
、

安
全
運
転
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
運
転
実
技
を
行
う

安
全
運
転
講
習
会
を
実
施
。
参
加
者
は
、
利
用
者
が

チ
ク
タ
ク
を
快
適
に
利
用
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
講
師
か
ら
受
け
、
改
め
て
自
分
の
運
転
を
見
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ
こ（
出
石
町
）、チ
ク

タ
ク
資
母（
但
東
町
）で
も
7
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲実技講習で講師からの的確な指導に思わず｢なるほど
…」

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
in
但
馬
２
０
１
２

つ
な
げ
よ
う
！
命
の
リ
レ
ー

24
時
間
ウ
ォ
ー
ク
‼
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「
但
馬
で
の
な
ん
で
も
な
い
日
々
が
一
段
と
愛い
と

お
し
く
、

豊
か
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」と
願
い
、小
冊
子
出
版
に
挑
戦

し
た
４
人
の
30
代
女
性
た
ち
。そ
の
1
人
を
紹
介
し
ま
す
。

山
根
和
恵
さ
ん（
33
歳
）戸
牧

コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
店
長
が
紹
介
す
る

豊
岡
・
但
馬
の
い
い
と
こ
ろ「弁当と傘」第１号・第２号を手にする山根さん文化祭のイラストでも活躍！

掲
載
せ
ず
、
経
費
を
自
己
資
金
と

賛
同
者
の
協
力
金
で
賄
い
ま
し
た
。

　

編
集
室
は
山
根
さ
ん
の
コ
ー
ヒ

ー
店
。
女
子
会
さ
な
が
ら
、
お
し

ゃ
べ
り
感
覚
で
、
メ
ン
バ
ー
が
記

事
の
案
を
出
し
合
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
と
な

っ
た
記
事
の
取
材
・
撮
影
・
原
稿

の
作
成
を
し
、
み
ん
な
で
検
討
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。「
会
議
で
は
遠

慮
な
し
に
、
厳
し
い
指
摘
も
飛
び

交
い
ま
す
。
で
も
、
い
い
本
を
作

る
た
め
に
は
必
要
な
の
で
、
頑
張

れ
ま
し
た
」と
笑
い
ま
す
。
こ
う

し
て
、
昨
年
10
月
に
第
1
号
、
今

年
6
月
に
第
2
号
を
出
版
し
ま
し

た
。
第
3
号
は
、
来
年
の
春
ま
で

の
出
版
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

伝
え
た
い
思
い

　
「
豊
岡
の
街
中
を
自
転
車
で
走

っ
て
い
る
と
、
街
並
み
や
風
景
が

良
い
な
と
思
い
ま
す
。
大
開
通
り

の
レ
ト
ロ
な
建
物
は
落
ち
着
き
ま

す
し
、
生
田
通
り
の
ネ
オ
ン
や
、

昭
和
の
変
な
建
物
を
建
て
ち
ゃ
っ

た
な
、
み
た
い
な
の
も
好
き
で
す
。

他
の
地
域
に
は
な
い
景
色
が
、
生

活
の
中
に
あ
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

弁
当
と
傘
を
通
し
て
、
日
常
を
楽

し
む
目
線
に
気
付
い
て
も
ら
え
れ

ば
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

校正の入った原稿

形
あ
る
も
の
に

　

大
学
生
と
し
て
大
阪
で
4
年
間

を
過
ご
し
た
山
根
さ
ん
。「
豊
岡
に

帰
っ
て
き
て
、
ふ
る
さ
と
の
古
い

も
の
が
大
好
き
に
な
り
、
良
い
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
豊

岡
に
ず
っ
と
い
た
ら
、
こ
の
面
白

さ
に
気
付
け
な
か
っ
た
か
も
」と

振
り
返
り
ま
す
。

　

2
年
前
、
但
馬
地
域
に
根
ざ
し

た
小
冊
子
出
版
を
考
え
て
い
た
女

性
と
出
会
い
ま
し
た
。「
豊
岡
の
良

さ
を
何
か
形
あ
る
も
の
に
し
た

い
」と
考
え
て
い
た
山
根
さ
ん
は
、

そ
の
計
画
に
参
加
し
ま
し
た
。

弁
当
と
傘

　

小
冊
子
出
版
に
向
け
て
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
4
人
の
30
代
女

性
。
全
員
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を

持
ち
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
編

集
作
業
で
し
た
。

　

題
名
は『
弁
当
と
傘
』。
こ
の
地

域
に
伝
わ
る『
弁
当
忘
れ
て
も
傘

忘
れ
る
な
』が
由
来
で
す
。「
私
た

ち
に
は
当
た
り
前
の
言
葉
で
も
、

外
か
ら
見
る
と
面
白
い
言
葉
」が

採
用
理
由
と
の
こ
と
。

　

出
版
は
素
人
と
言
い
な
が
ら
、

「
外
か
ら
の
目
線
、女
性
の
目
線
、記

事
の
切
り
口
な
ど
を
大
切
に
編

集
」と
ビ
ジ
ョ
ン
は
明
確
で
し
た
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、広
告
を

　

本
職
は
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
店
長
。

そ
こ
か
ら
、
ま
ち
の
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
、
小
冊
子
出
版
と
活
躍
の

場
を
広
げ
る
元
気
な
女
性
が
、
山

根
和
恵
さ
ん
で
す
。

絵
描
き
が
つ
な
い
だ
縁

　

物
心
が
付
く
前
か
ら
絵
を
描
き

続
け
て
い
る
山
根
さ
ん
。
理
由
を

「
本
来
の
自
分
に
戻
れ
ま
す
。
勝

手
に
脳
が
楽
し
ん
で
い
る
感
じ
」

と
、
率
直
に
表
現
し
ま
す
。

　

大
開
通
り
周
辺
に
は
、
山
根
さ

ん
の
絵
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

約
10
年
前
、
大
学
卒
業
後
に
、
家

業
の
コ
ー
ヒ
ー
店
が
所
属
す
る
地

元
商
店
街
の
販
売
促
進
委
員
に

就
任
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
会
議
で
、
子
ど
も
の
時

に
お
世
話
に
な
っ
た「
近
所
の
お

じ
さ
ん
」と
再
会
。
山
根
さ
ん
が

「
絵
描
き
」だ
と
知
っ
て
い
た
お
じ

さ
ん
は
、
店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
へ

絵
を
描
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
宵
田
商
店
街
の

「
か
ば
ん
ス
ト
リ
ー
ト
」に
も
山
根

さ
ん
の
絵
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
こ
の
時
期
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
方
と
つ
な
が
り
が
で
き
、
こ

の
人
脈
が
小
冊
子
出
版
の
助
け
に

な
り
ま
し
た
」と
出
会
い
の
大
切

さ
を
語
り
ま
す
。

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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地
域
の
誇
り
、
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る

　

赤
野
太た

刀ち

振ふ
り

保
存
会（
但
東
）

　

赤
野
太
刀
振
保
存
会
は
、
昭
和

７
年
に
発
足
し
、
今
年
80
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

太
刀
振
り
は
、
伝
承
に
よ
る
と

「
江
戸
時
代
後
期
、
こ
の
地
域
に

疫
病
が
は
や
り
、
人
々
が
苦
し
ん

だ
が
、
村
人
の
作さ
く

平へ
い

が
天て
ん

秤び
ん

棒ぼ
う

の
先
に
刀
の
よ
う
な
も
の
を
付

け
、『
悪
魔
退

散
、病
気
平
癒
』

と
言
い
な
が
ら

振
り
回
し
、
皆

が
同
調
す
る
と

次
第
に
疫
病
が

収
ま
っ
た
」と

い
う
話
に
由
来

し
ま
す
。

　

現
在
の
赤
野

太
刀
振
り
は
、

明
治
に
丹
後
地
方
か
ら
奥
藤
を
経

由
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
、楽が
く（
太

鼓
・
笛
）に
合
わ
せ
て
太
刀
を
振

り
優
雅
に
舞
い
ま
す
。
道
で
振
る

「
道
振
り
」、神
社
の
参
道
で
の「
大

門
」、
境
内
で
振
る「
宮
振
」の
3

種
類
が
あ
り
ま
す
。
小
学
4
年
生

か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
、
宮
振
で

は
中
学
生
以
上
が
2
〜
3
人
に
分

か
れ
て
5
種
類
の
舞
を
奉
納
し
ま

す
。

　

保
存
会
会
長
の
渡
辺
和か
ず

志し

さ
ん

は「
都
会
に
い
て
も
帰
っ
て
き
て
、

太
刀
振
り
に
参
加
す
る
人
も
あ
り

ま
す
。
百
年
先
も
こ
の
伝
統
を
伝

え
た
い
で
す
」と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

本
番
の
10
月
6
、

7
日
に
向
け
て
、

9
月
は
月
・
水
・

金
、
10
月
に
な
る

と
毎
日
練
習
。
10

月
1
日
夜
も
、
赤

野
神
社
の
境
内
で

は
、
時
折
雨
が
混

じ
る
中
、
か
が
り

火
が
た
か
れ
、
熱

心
な
稽
古
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

　

保
存
会
青
年
会
会
長
の
宮
垣
喜よ
し

人ひ
と

さ
ん
は「
こ
の
時
期
に
神
社
に

来
る
の
は
恒
例
の
こ
と
。
絶
や
さ

な
い
よ
う
、
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」と
元

気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

太
刀
振
り
は
、
住
民
の
絆
を
強

め
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

▲太刀振り本番の勇姿

学
校
探
検
　 

⑥

た
と
き
」、
田
中
く
ん
は「
練
習
で

も
試
合
で
も
ラ
リ
ー
が
続
い
て
い

る
と
き
」と
答
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
飯
田
く
ん
、
岡
本
さ

ん
、
山
根
さ
ん
、
田
中
く
ん
の
4

人
に
森
本
中
学
校
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

特
徴
あ
る
取
組
み
と
し
て
、
年

に
1
回
実
施
す
る「
お
年
寄
り
訪

問
」が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
3
〜

4
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
地

域
の
お
年
寄
り
宅
を
手
紙
と
お
菓

子
を
持
っ

て
訪
問
し

ま
す
。

　

最
初
は

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る

こ
と
が
難

し
い
で
す
が
、
打
ち
解
け
て
く
る

と
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
生
徒

数
が
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
」で
は
、

月
に
1
回
、
地
域
の
ご
み
拾
い
を

し
ま
す
。

夏
は
暑
く

て
大
変
で

す
が
、
ま

ち
が
き
れ

い
に
な
っ

て
い
く
の

で
う
れ
し

い
で
す
。

　
「
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
」（
授
業
と
授

業
の
間
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
さ
な

い
）は
、
1
年
生
に
と
っ
て
は
慣

れ
る
ま
で
大
変
で
す
が
、
自
分
た

ち
で
時
計
を
見
て
行
動
す
る
こ
と

は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
・
ベ
ル
マ
ー
ク
集
め
」は
、
伝

統
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
回

収
箱
を
設
置
し
て
、
常
時
回
収
し

て
い
ま
す
。
毎
年
6
月
に
は
多
く

集
め
た
グ
ル
ー
プ（
1
〜
3
年
生

混
合
）を
上
位
3
位
ま
で
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

森
本
中
学
校
は
1
年
生
か
ら
3

年
生
ま
で
仲
が
良
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
絆
を
大
切
に
、
ま
た
地
域

の
役
立
つ
こ
と
を
積
極
的
に
し
て

い
き
ま
す
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

▲お年寄り訪問

森
本
中
学
校（
竹
野
）

案
内
者　

飯い
い

田だ

柾ま
さ

也や

く
ん（
後
列
左
）・
岡お

か

本も
と

萌も
え

さ
ん（
前
列
右
）・
山や

ま

根ね

千ち

佳か

さ
ん（
前
列

左
）・
田た

中な
か

三み
つ

基き

く
ん（
後
列
右
）（
３
年
１
組
）

　

森
本
中
学
校
の
在
校
生
は
36
人

で
、
学
校
教
育
目
標
に「
自
ら
学

び
、
仲
間
と
と
も
に
た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
生
徒
の
育
成
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

同
校
生
徒
会
長
の
飯
田
柾
也
く

ん
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
副

会
長
の
岡
本　

萌
さ
ん
と
書
記
の

山
根
千
佳
さ
ん
は
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
、
田
中
三
基
く
ん
は
卓
球

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
「
部
活
動
の
楽
し
い
と
こ
ろ
」を

聞
く
と
、飯

田
く
ん
は

「
み
ん
な
で

ボ
ー
ル
を
つ

な
ぎ
、
点
が

取
れ
た
と

き
」、
岡
本

さ
ん
は「
試

合
で
点
差
が
大
き
く
離
れ
て
勝
っ

て
い
る
と
き
や
点
が
入
っ
た
と

き
」、
山
根
さ
ん
は「
試
合
で
勝
っ

▲ボランティア清掃
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精
神
疾
患
は
、
早
く
発
見
し
、

早
く
治
療
を
始
め
る
ほ
ど
、
回
復

が
早
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
代
表
的
な
疾
患
を
例
に
、
そ

の
特
性
や
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

統
合
失
調
症

　

こ
こ
ろ
や
考
え
な
ど
、
脳
の
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
が
ま
と
ま
り
づ
ら

く
な
る
病
気
で
す
。
幻
覚
や
妄
想

が
表
れ
る
な
ど
の
陽
性
症
状
と
、

意
欲
の
低
下
や
感
情
表
現
が
少
な

く
な
る
な
ど
の
陰
性
症
状
が
あ
り

ま
す
。

　

主
に
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
と
し

て
表
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

○
周
囲
か
ら
見
る
と
、
独
り
言
を

言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

○
実
際
は
な
い
の
に
悪
口
を
言
わ

れ
た
な
ど
の
被
害
を
訴
え
る
。

○
話
が
ま
と
ま
ら
ず
支
離
滅
裂
に

な
る
。

○
人
と
関
わ
ら
ず
一
人
で
い
る
こ

と
が
多
い
。

気
分
障
害

　

大
き
く
双
極
性
感
情
障
害（
躁そ
う

う
つ
病
）と
う
つ
病
の
二
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

双
極
性
感
情
障
害
は
、
気
分
が

　

最
近
、
国
内
で
換
金
が
困
難
な

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
通
貨「
コ

ン
ゴ
フ
ラ
ン
」や
シ
リ
ア
・
ア
ラ

ブ
共
和
国
の
通
貨「
シ
リ
ア
ポ
ン

ド
」な
ど
、
外
国
通
貨
の
取
り
引

き
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
過
去
に
投
資
ト
ラ
ブ
ル
の
被

害
に
あ
っ
た
高
齢
者
を
狙
っ
た

「
二
次
被
害
」が
目
立
ち
ま
す
。「
以

前
購
入
し
た
未
公
開
株
を
買
い
取

る
代
わ
り
に
、
外
国
通
貨
を
購
入

し
て
ほ
し

い
」と
持

ち
掛
け
る

悪
質
な
業

者
の
勧
誘

に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例

○
A
社
か
ら「
未
公
開
株
を
買
い

取
っ
て
い
る
」と
電
話
が
あ
り
、

「
買
い
取
り
の
条
件
と
し
て
B

社
が
販
売
し
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン

の
通
貨

（
ウ
ズ

ベ
キ
ス

タ
ン
ス

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑦

外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
〜
精
神
障
害
そ
の
2
〜

高
揚
し
、
活
動
的
と
な
る
時
期
と
、

元
気
が
な
く
活
動
性
が
下
が
る
時

期
を
交
互
に
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

　

う
つ
病
は
、
元
気
が
な
く
活
動

性
が
下
が
る
時
期
だ
け
が
み
ら
れ

る
病
気
で
す
。
通
常
、
気
分
が
沈

み
、
興
味
や
喜
び
が
失
わ
れ
、
生

気
が
な
く
活
動
的
で
な
く
な
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、

ひ
ど
く
疲
れ
や
す
く
感
じ
ま
す
。

接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

○
聞
き
上
手
に
な
り
、
理
解
と
共

感
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
会
話
内
容
よ
り
、
感
情
を
酌く

み

取
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

○
味
方
で
あ
り
、
常
に
相
手
に
関

心
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。

○
病
ん
で
い
る
部
分
を
指
摘
す
る

の
で
は
な
く
、
健
康
な
部
分
を

評
価
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
良
く
な
る
た
め
に
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
を
忍
耐
を
持
っ
て
覚

悟
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
自
身
の
感
情（
怒
り
、
不

安
、
焦
り
な
ど
）を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
43

　
〜
換
金
困
難
な
外
国
通
貨
の
取
り
引
き
ト
ラ
ブ
ル
〜

し
込
ん

だ
。
届

い
た
紙

幣
を
見

た
娘
に

「
だ
ま
さ
れ
て
い
る
」と
言
わ
れ

た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
国
内
で
換
金
が
困
難
な
外
国
通

貨
を
、
著
し
く
暴
利
な
価
格
で

購
入
・
両
替
を
勧
め
る
業
者
に

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○「
将
来
価
値
が
上
が
る
の
で
、

安
い
う
ち
に
買
っ
て
お
け
ば
も

う
か
る
」な
ど
の
業
者
の
言
葉

を
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

〇
過
去
に
投
資
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害

に
あ
っ
た
方
は
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら
、

豊
岡
市
く

ら
し
の
相

談
室
へ
相

談
し
て
く

だ
さ
い
。

ム
）を
購
入
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
」と
言
わ
れ
た
。
損
を

取
り
戻
し
た
い
と
思
い
、
言

わ
れ
る
ま

ま
B
社
に

60
万
円
を

支
払
い
、

外
国
通
貨

を
購
入
し

た
が
、
一
向
に
未
公
開
株
を
買

い
取
っ
て
く
れ
な
い
。
だ
ま
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
C
社
か
ら「
D
社
か
ら
シ
リ
ア

ポ
ン
ド
両
替
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
て
い
な
い
か
」と
電
話

が
あ
っ
た
。
C
社
に「
シ
リ
ア

は
貧
し
い
国
だ
が
、
石
油
や
ガ

ス
が
大
量
に
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、

将
来
必
ず
発
展
す
る
。
シ
リ
ア

ポ
ン
ド
の
値
上
が
り
は
間
違
い

な
い
。
当
社
の
代
わ
り
に
両
替

し
て
ほ
し
い
。
高
値
で
買
い
取

る
」
と

説
明
さ

れ
、
1

口
15
万

円
を
5

口
分
申

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1
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す
く
す
く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て

ね
！
愛
し
て
る
よ
♡

（
父 

徹
博
・
母 

ル
ミ
子
、出
石
町
福
住
）

　
聖
真（
兄
）と
あ
か
り
と
な
な
せ

に
出
会
え
て
良
か
っ
た
。元
気
に
す

く
す
く
大
き
く
な
ぁ
れ
。　
　
　          

（
父 

雅
史
・
母 

栄
里
奈
、福
田
）

長谷川明
あかり

星ちゃん
（平成23年9月15日生）

増田司
つ か さ

佐ちゃん
（平成22年6月19日生）

　
愛
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
、お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。  

（
父 

崇
・
母 

景
子
、弥
栄
町
）

森山愛
あい

來
ら

ちゃん
（平成22年9月13日生）

　
双
子
で
良
か
っ
た
。2
人
で
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。　

（
父 

雅
史
・
母 

栄
里
奈
、福
田
）

長谷川奈
ななせ

星ちゃん
（平成23年9月15日生）

　
わ
が
家
に
ア
イ
ド
ル
誕
生
!!
悠

ち
ゃ
ん
、生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ね
♡

（
父 

清
志
・
母 

靖
子
、中
央
町
）

大永悠
ゆう

稀
き

ちゃん
（平成24年7月15日生）

4
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

▽
原　

嘉か

一い
ち（
豊
岡
高
2
年
）

■
女
子
1
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

▽
金か
の
う納
友ゆ

海う
み（
竹
野
中
1
年
）

第
67
回
国
民
体
育
大
会

ぎ
ふ
清
流
国
体
に
出
場

（
9
月
29
日
〜
10
月
9
日
、
岐
阜

市
ほ
か
）

■
水
泳
競
技
　
少
年
男
子
A

 

8

 
0
 

0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
　
8
位

▽
原　

嘉
一（
豊
岡
高
2
年
）

■
水
泳
競
技
　
少
年
男
子
B

 

4

 
0
 

0
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

6
位
、
少
年
男
子
B
1
0
0
メ

ー
ト
ル
平
泳
ぎ

▽
猪
口
慎
ノ
介（
市
川
高
1
年
・
日

高
町
観
音
寺
）

■
な
ぎ
な
た
競
技
　
成
年
女
子

▽
浅
沼
友ゆ

貴き（
大
阪
体
育
大
2
年
・

出
石
町
福
住
）

第
7
回
安
全
狩
猟
近
畿
連
合
猟
友
会

射
撃
大
会

（
9
月
16
日
、
京
都
市
）

■
ス
ラ
ッ
グ
競
技
　
個
人
の
部
　
優
勝

▽
岡お
か

居い

宏ひ
ろ

顕あ
き（
但
東
町
）

　

同
競
技
団
体
の
部
で
は
、
兵
庫

県
代
表
と
し
て
準
優
勝
し
ま
し
た
。

■
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
　
団
体
の
部

3
位

▽
兵
庫
県
代
表〔
加
藤
貴た
か

士し（
出
石

町
）〕

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
P
T
A
協
議
会
会
長

表
彰

▽
升
田
康
博（
法
花
寺
）

2
0
1
2
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・

ひ
ょ
う
ご

（
9
月
22
〜
30
日
、
明
石
市
）

■
寄
せ
植
え
部
門
・
最
優
秀
賞

▽
中
谷
邦
子（
但
東
町
相
田
）

　

額
縁
型
プ
ラ
ン
タ
ー
部
門
で
も

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▽
北
井
明
美（
日
高
町
日
置
）

イ
タ
リ
ア
の
革
製
品
見
本
市

「
ミ
ペ
ル
」で「（
株
）ウ
ノ
フ
ク
」が

由
利
佳
一
郎
さ
ん
の
ブ
ラ
ン
ド

「
k
e
i
i
c
h
i
r
o
」で

入
賞

　

9
月
16
〜
19
日
に
イ
タ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
革
製
品
見
本
市「
ミ

ペ
ル
」の
イ
メ
ー
ジ
＆
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
門
で
、か
ば
ん
メ
ー
カ
ー

「（
株
）ウ
ノ
フ
ク
」（
梶
原
）が
、デ

ザ
イ
ナ
ー
由
利
佳
一
郎
さ
ん（
中

央
町
）の
ブ
ラ
ン
ド「
k

 

e

 

i

 
i
 c 

h
i
r
o
」で
入
賞
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

（
9
月
17
日
、
東
京
都
港
区
）

■
幼
年
の
部
　
準
優
勝

▽
小
林
拓
未（
五
荘
小
5
年
）

城
崎
和
牛
育
種
組
合
生
産
の
但
馬
牛

「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」に

出
場

　

城
崎
和
牛
育
種
組
合
が
生
産
す

る
但
馬
牛（
3
頭
）が
、
県
内
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
5
年
に
1
度
の
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
第
10
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」（
10
月
25
〜

29
日
、長
崎
県
佐
世
保
市
な
ど
）に

県
代
表
種
牛
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
35
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季

水
泳
競
技
大
会
出
場

（
8
月
28
〜
29
日
、東
京
都
江
東
区
）

■
男
子
2
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

13
ー

14
歳
　
5
位
、4
0
0
メ
ー

ト
ル
自
由
形
13
ー

14
歳
　
5
位

▽
澁し
ぶ

谷た
に

鉄て
つ

人と（
神
戸
市
立
小
部
中

2
年
・
日
高
町
観
音
寺
）

■
男
子
1
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由

形
、
2
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形
、

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
　☎32－0001
●竹野総合支所
　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000
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期
　
間

全
国
一斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

11
月
12
日（
月
）〜
18
日（
日
）

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
に
応

じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

日
11
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
、
11

月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）午
前

　

10
時
〜
午
後
5
時

相
談
電
話
番
号

　

☎
0
5
7
0
0
7
0
8
1
0

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

担
当
者
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
0
7
8
3
9
2
1
8
2
1

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い
入

れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
加
入
手

続
き
を
し
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主
は
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22

5
1
4
5
ま
た
は
ハロ
ー

ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23

3
1
0
1

催
　
し

平
成
24
年
度
豊
岡
市
成
人
式

の
お
知
ら
せ

　

成
人
式
の
案
内
状
を
12
月
上
旬

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
転
出
な

ど
で
本
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方

は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、

出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

日
平
成
25
年
1
月
13
日（
日
）午
後

1
時
30
分
〜

所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル（
立
野

町
）

対
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
市
に

住
民
登
録

を
し
て
い

る
方
お
よ

び
希
望
者

他・
市
内
各
中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
写
真
を
基
に
、
フ
ォ
ト
ム

ー
ビ
ー
を
作
成
し
、
上
映

※
写
真
の
使
用
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

・
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
、

市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

問
生
涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教
育

係
☎
23

0
3
4
1

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具
で
の
遊

び
、
子
育
て
相
談
＆
情
報
交
換

な
ど

○
元
気
な
か
ら
だ
を
つ
く
ろ
う
！

巡
回
食
育
コ
ン
サ
ー
ト

日
11
月
12
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）　

対
1
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者

日時 場所

11月１日（木）10：15～ 総合体育館芝生広場

11月８日（木）10：15～ 玄武洞公園

11月15日（木）10：15～ しばっこ広場（アイティ７階）

11月19日（月）13：30～ しばっこ広場（アイティ７階）

※雨天中止

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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内
食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い

コ
ン
サ
ー
ト

定
2
2
0
人

他
入
場
整
理
券
が
必
要
〔
10
月
31

日（
水
）か
ら
各
子
育
て
セ
ン
タ

ー
で
配
布
〕

○
こ
ど
も
の
館
　
巡
回
劇
場

日
11
月
24
日（
土
）午
前
11
時
〜
正

午
所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室

対
乳
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者（
き

ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可
）

内
ゆ
う
す
け
座
に
よ
る
人
形
劇「
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」な
ど

定
1
3
0
人

他
入
場
整
理
券
が
必
要〔
11
月
2

日（
金
）か
ら
各
子
育
て
セ
ン
タ

ー
で
配
布
〕

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

■
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
食
育
活
動

日
11
月
7
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
城
崎
総
合
支
所　

1
階　

集
会

室（
城
崎
町
桃
島
）

対
平
成
23
年
4
月
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
と
保
護
者

内
プ
リ
ン
作
り

料
親
子
1
組
1
0
0
円

持
手
拭
き
タ
オ
ル
、
ス
プ
ー
ン

※
事
前
申
込
み
必
要

申
問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

■
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
親
子
ふ
れ
あ
い
ア
ラ
カ
ル
ト

日
11
月
20
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

所
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野

町
和
田
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
親
子
で
手
遊
び
・
ゲ
ー
ム
・
リ

ト
ミ
ッ
ク

持
タ
オ
ル
1
枚

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

2
0
3
0

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
11
月
13
日（
火
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分　

※
雨
天
中
止

所
日
高
町
民
公
園（
日
高
町
国
分

寺
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
固
定
遊
具
や
芝
生

広
場
で
遊
ぶ

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

■
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
11
月
8
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

※
雨
天
中
止

所
出
石
総
合
支
所
前
芝
生
広
場

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
遊
具
で
遊
ぶ

問
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

6
1
8
8

■
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

日
11
月
7
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
合
橋
認
定
こ
ど
も
園（
但
東
町

出
合
市
場
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
但
東
子
育
て

セ
ン
タ
ー　

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
園
庭
遊
具
で
遊
ぶ

問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
7
9

「
〜
出
会
い
・
感
動
〜
夢
但
馬

2
0
1
4
」キ
ッ
ク
オ
フ
事
業

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
翔か
け

る

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

日
11
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

西
側

イ
ベ
ン
ト
広
場（
岩
井
）

内
但
馬
牛
の
丸
焼
き
や
名
物
料
理

の
実
演
・
販
売
、
松
葉
ガ
ニ
な

ど
の
海
の
幸
や
新
鮮
な
農
産
物

の
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど

他・「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
2
」も
同

時
開
催

・
本
年
度
の
会
場
は
、「
県
立
但
馬

ド
ー
ム
」で
は
な
く
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
但
馬
空
港　

西
側
イ
ベ
ン

ト
広
場
」で
す
の
で
、注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課
農
政
係

　

☎
23

1
1
2
7

年
末
調
整
説
明
会

　

次
の
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日時 場所
11月20日（火）
　午後１時30分～

新温泉町浜坂多目的集会施設
（新温泉町、新温泉町庁舎横）

11月21日（水）
・午前10時30分～
・午後１時30分～

じばさん但馬　２階　多目的ホー
ル（大磯町）

11月22日（木）
　午後１時30分～ 香住文化会館（香美町）

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
源
泉
所
得
税
担
当

　

☎
22

2
3
4
4
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
第
9
回
図
書
館
ふ
れ
あ
い
交
流
会

日
11
月
16
日（
金
）午
後
2
時
〜
4

時
所
図
書
館
本
館
　
2
階
　
視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
朗
読
ラ

イ
ブ
と
音
楽
会

定
40
人

■
手
作
り
絵
本
＆
点
字
絵
日
記

作
品
展
2
0
1
2

日
11
月
14
日（
水
）〜
29
日（
木
）

所
図
書
館
本
館
　
1
階
　
児
童
コ

ー
ナ
ー

内
夏
休
み
に
開
催
し
た「
手
作
り

絵
本
教
室
」と「
点
字
絵
日
記
教

室
」の
作
品
を
展
示

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全

大
会

■
豊
岡
北
警
察
署
管
内

日
11
月
5
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
城
崎
大
会
議
館
　
大
ホ
ー
ル（
城

崎
町
湯
島
）

内
表
彰
伝
達
、
講
演
、
パ
レ
ー
ド

（
城
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・

交
通
少
年
団
、
城
崎
中
学
校
吹

奏
楽
部
な
ど
）、
兵
庫
県
警
音

楽
隊
ド
リ
ル
演
奏（
城
崎
小
学

校
校
庭
）な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
パ
レ
ー
ド
を
中

止
し
、
大
会
議
館
で
演
奏

■
豊
岡
南
警
察
署
管
内

日
11
月
10
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

内
表
彰
伝
達
、「
ア

ド
☆
コ
ン
座
劇

団
」に
よ
る
消

費
者
問
題
啓
発

コ
ン
ト
、
豊
岡

南
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
な
ど

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　
☎
21

9
0
0
1

地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
・

技
術
者
に
役
立
つ
技
術
セ
ミ
ナ
ー

日
11
月
16
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時
50
分

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

内○
基
調
講
演

・「
変
わ
ら
ぬ
構
造
的
不
況
」（
県

立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准

教
授
　
本
田
逸
郎
さ
ん
）

○
特
別
講
演

・「
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
金
属

材
料
の
多
様
性
と
そ
の
活
用
」

（
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
長
　

椿
野
晴
繁
さ
ん
）

○
研
究
・
技
術
紹
介
…「
め
っ
き

技
術
の
応
用
と

ナ
ノ
構
造
解

析
」、「
ス
パ
ッ

タ
リ
ン
グ
法
に

よ
る
成
膜
技
術

と
応
用
」、「
毛

髪
よ
り
も
細
い
ド
リ
ル
、
さ
て
、

ど
う
使
う
か
？
」な
ど

申
期
11
月
6
日（
火
）

申
問
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
技

術
支
援
部

　
☎
0
7
8
7
3
1
4
1
6
3

山
の
動
物
と
森
の
あ
り
方
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅳ

「
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
に
向
け
て
」

日
11
月
3
日（
土
・
祝
）午
後
1
時

30
分
〜
5
時

所
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
　
2
階
　

第
3
・
4
研
修
室（
養
父
市
）

内○
講
演

・
演
題
…
オ
オ
カ
ミ
復
活
・
農
林

業
獣
害
問
題
解
決
と
生
態
系
を

守
る
た
め
に

・
講
師
…
一
般
社
団
法
人
日
本
オ

オ
カ
ミ
協
会
会
長
　
丸
山
直
樹

さ
ん

○
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
パ
ネ
ラ
ー
…
県
生
物
学
会
副
会

長
　
前
田
常
雄
さ
ん
ほ
か

問
N
P
O
法
人
ひ
ょ
う
ご
エ
コ
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
大
西
英ひ
で

剛た
け

さ
ん

　
☎
0
7
9
6

96

1
1
3
0

募
　
集

「
子
ど
も
の
発
達
と
生
活
リ
ズ
ム

講
演
会
」参
加
者
募
集

日
12
月
1
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
0
時
15
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

講
師
和
洋
女
子
大
学
教
授
　
鈴
木

み
ゆ
き
さ
ん

定
2
5
0
人
程
度

申
期
11
月
27
日（
火
）

他
一
時
保
育
は
、
11
月
20
日（
火
）

ま
で
に
申
込
み

申
こ
ど
も
育
成
課
ま
た
は
各
子
育

て
セ
ン
タ
ー

問
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

☎
29

0
0
5
3

「
す
く
す
く
子
育
て
支
援
者
交
流

研
修
会（
第
2
弾
）」参
加
者
募
集

日
12
月
2
日（
日
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
　
子
育
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て
学
習
室（
大
手
町
）

対
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

方
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
、
子

育
て
グ
ル
ー
プ
・
子
育
て
団
体

に
所
属
し
て
い
る
方

内
子
ど
も
の
生
活
と
リ
ズ
ム
遊
び

の
話

講
師
和
洋
女
子
大
学
教
授
　
鈴
木

み
ゆ
き
さ
ん

定
50
人

※
事
前
申
込
み
必
要

申
こ
ど
も
育
成
課
ま
た
は
各
子
育

て
セ
ン
タ
ー

問
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

　
☎
29

0
0
5
3

但
馬
技
術
大
学
校

平
成
25
年
度
学
生
募
集

募
集
学
科
・
人
数

・
機
械
制
御
工
学
科
20
人

・
建
築
工
学
科
20
人

・
情
報
工
学
科
20
人

・
自
動
車
工
学
科
30
人

試
験
区
分
一
般
入
校
試
験

対
既
卒
者
、
学
校
卒
業
見
込
者

試
験
日
12
月
1
日（
土
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

試
験
科
目
面
接
、
学
科

出
願
方
法
指
定
の
願
書
に
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
持

参
ま
た
は
郵
送（
簡
易
書
留
）

申
期
11
月
5
日（
月
）〜
22
日（
木
）

必
着

申
問
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
入
校

試
験
事
務
局（
〒
6
6
8

0

0
5
1
　
九
日
市
上
町
6
6
0

5
）☎
24

2
2
3
3

募集種目 応募資格 試験 試験日（一次） 申込期間

高等工科
学校生徒

中学校を卒業
（見込み含む）
した17歳未満
の男子

推薦
試験

平成25年１月12日（土）
～14日（月・祝）のうち１日

11月１日（木）
～12月７日（金）

一般
試験 平成25年１月19日（土） 11月１日（木）

～平成25年１月７日（月）

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

豊岡市非常勤嘱託職員募集

※定員、申込方法など、詳細は問い合わせください。
《申込み・問合せ》　自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22－3978

募集職種 募集人数 応募資格 職務内容 勤務条件

医療事務員 １人
　昭和27年４月２日以降に生まれ
た方で、高等学校以上の学校を
卒業し、医療事務経験のある方

　神鍋診療所での
医療事務

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

《雇用期間》12月１日～平成25年３月31日 《選考試験》面接（選考試験の日時、場所は申込
み時に連絡します）

公民館主事 ２人程度

　昭和28年４月２日以降に生ま
れた方で、普通自動車運転免
許を所持し、健康で各種学級・
講座の開設やスポーツ・レクリ
エーション活動の実施など、生
涯学習の推進に意欲のある方

　市内各地区公民
館での生涯学習推
進等の活動に関す
る業務（各種事業
の企画、実施など）

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日（１館のみ木曜

日）と他の平日１日の
週２日

※夜の会議などの対応あり
《その他要件》普通自動車の実運転経験年数が１年以

上で、申込み以前１年以上無事故無違
反、かつ、過去５年間に軽微な事故、
違反（減点２点以下）が２回までの方

《雇用期間》平成25年４月１日～平成26年３月31日
《選考試験》面接・作文（選考試験の日時、場所

は申込み時に連絡します）
【共通事項】
《特　　記》 ・執務時にパソコン（エクセル・ワー

ド）操作を必要とします。
 ・翌年度以降は、勤務成績が良好な場

合、必要に応じて1年以内の期間を定
めて再び任用する場合があります。

《申込方法》 所定の申込書に必要事項を記入の上、
提出してください（持参希望）。

《申込期限》 11月９日（金）
※土・日曜日、および執務時間外は受
付できません。

《申込み・問合せ》職員課（東庁舎別館２階）
　　　　　　　　  ☎23－1326
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第
2
回
但
馬
地
区
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
11
月
25
日（
日
）午
前
9
時
〜

※
予
備
日
な
し

所
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
神
美
台
）

対
但
馬
テ
ニ
ス
協
会
所
属
ク
ラ
ブ

員
ま
た
は
但
馬
地
域
在
住
・
在

勤
の
方

種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス

料
1
組
2
千
円（
学
生
は
千
円
）

申
期
11
月
17
日（
土
）

申
問
但
馬
テ
ニス
協
会
事
務
局　

齋

藤
直
喜
さ
ん
☎
Ｆ
44

0
2
8
1

　
メtajim

a-tennis-aso@
vc.

inaker.or.jp

教
室・講
習
・講
座

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
市
民
講
座

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
　
　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
11
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
正

午
所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

1
階
学

習
室（
祥
雲
寺
）

内
キ
ャ
ン
ド
ル
で
飾
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
テ
ー
ブ
ル
リ
ー
ス
作
り

料
2
5
0
0
円

定
20
人

持
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み
ま
た
は
ペ
ン

チ
申
期
11
月
16
日（
金
）

申
問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

酒
害
教
室

　
「
お
酒
を
や
め
な
さ
い
」と
医
師

か
ら
言
わ
れ
て
も
や
め
ら
れ
な
い

方
、
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

家
族
な
ど

ど
な
た
で

も
参
加
で

き
ま
す
。

■
第
2
回

日
11
月
6
日（
火
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

テ
ー
マ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治

療
と
回
復

講
師
医
師　

川
島
啓ひ
ろ

嗣つ
ぐ

さ
ん

■
第
3
回

日
11
月
15
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

テ
ー
マ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の

心
理
と
家
族
の
問
題

講
師
臨
床
心
理
士　

田
口
久
芳
さ

ん
■
第
4
回

日
11
月
22
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
5
時

テ
ー
マ「
断
酒
会
・
A
A
会
員
」を

囲
ん
で

講
師
医
師　

吉
岡
隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

所
公
立
豊
岡
病
院　

3
階　

多
目

的
室（
戸
牧
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　
☎
22
6
1
1
1
Ｆ
22
0
0
8
8

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
11
月
18
日（
日
）午
前
9
時
〜
正

午
所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
日
高
町
国
分

寺
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
取
り
扱
い
方
法
、
大
出

血
時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処

置
定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

申
込
用
紙（
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
11
月
11
日（
日
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係（
〒
6 

6
8

0
0
5
5　

昭
和
町
4

33
）☎
24

8
0
3
8

　
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

toyooka.lg.jp

相
　
談

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

無
料
相
談
会

日
11
月
3
日（
土
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
4
時

所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡　

1
階
ロ

ビ
ー（
加
広
町
）

相
談
内
容
年
金
相
談（
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
な
ど
）

問
兵
庫
県
社
会
保
険
労
務
士
会
但

馬
支
部
☎
24

1
4
4
1

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
11
月
17
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会
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日
11
月
17
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
市
民
会
館　

4
階　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

そ
の
他

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
地
区
」

事
後
評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す

　

本
年
度
、「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整

備
地
区
」が
事
業
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
事
後
評
価
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
が
作
成
し
た「
事
後
評
価
原

案
」を
も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見

を
反
映
し
、

市
事
業
評
価

監
視
委
員
会

で
の
審
議
を

経
て
、
最
終

評
価
結
果
を
平
成
25
年
3
月
に
公

表
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
原
案

に
対
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

国
の
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
）は
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
、
地
域
経
済
・
社

会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
で
は
、
事
前
に
効
果
測
定

の
た
め
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、

事
後
評
価
に
よ
っ
て
検
証
を
行
い
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
方
策
の
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
方
法
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
担
当
窓
口
で
閲
覧

閲
覧
期
限
11
月
7
日（
水
）

意
見
提
出
方
法
意
見
書
様
式（
任

意
様
式
可
）に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
お
よ
び
意

見
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

意
見
募
集
期
限
11
月
9
日（
金
）必

着
提
出
先
新
庁
舎
建
設
室

　
☎
21
9
0
2
0
Ｆ
23
6
6
0
4

　
メshinchousha@

city.
toyooka.lg.jp

閲
覧
場
所
問

・
建
設
課
☎
21

9
0
0
7

・
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

・
新
庁
舎
建
設
室

　

☎
21

9
0
2
0

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を

追
加
し
ま
し
た

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
す
る「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

の
事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

追
加
事
業
者
介
護
タ
ク
シ
ー
あ
お

ぞ
ら（
出
石
町
福
住
4
0
5
1
）

☎
20
3
6
0
7
Ｆ
52
4
6
6
1

※
事
前
予
約
で
車
い
す
の
方
の
乗

車
可
能

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は

申
請
や
届
け
出
が
必
要
で
す
！

　

屋
外
広
告
物
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
中
で
必
要
な
も
の
で
す
が
、

無
秩
序
に
掲
出
す
る
と
、
交
通
の

安
全
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
周
辺

の
景
観
を
損

な
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告

物
を
掲
出
す

る
場
合
は
、

屋
外
広
告
物

法
や
県
条
例
で
一
定
の
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
申
請
ま
た
は
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
、
道
路
上

に
は
屋
外
広
告
物
を
掲
出
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た

は
一
定
期
間
継
続
し
て
屋
外
で

公
衆
に
表
示
す
る
看
板
、
立
看

板
、
は
り
紙
、
広
告
塔
、
広
告

板
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
い
う
。

申
請
・
届
け
出
問
都
市
整
備
課
景

観
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

屋外広告物掲出の手続きの流れ

※掲出期間を更新する場
合は、掲出期間が過ぎ
る30日前までに、手続
きが必要です。

屋外広告物を
掲出したい

相　談
（市都市整備課）

申請または届け出
※不要な場合あり

許　可 屋外広告物を掲出
※掲出期間の定めあり



５百円貨幣（表面）
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「コウノトリと姫路城」

広報とよおか　2012.10.25 36

手
当
振
込
み
の
お
知
ら
せ

■
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、福
祉
手
当（
経
過
措
置

に
よ
る
も
の
）

内
8
〜
10
月
分
手
当

振
込
日
11
月
9
日（
金
）

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
施
設

な
ど
に
入
所
、病
院
に
入
院（
3

カ
月
を
越
え
る
）、ま
た
は
死
亡

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

　
　
　

介
護
手
当

内
7
〜
9
月
分
手
当

振
込
日
11
月
26
日（
月
）

※
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
、
施
設
な
ど
に

入
所
、病
院
に
入
院（
3
カ
月
を

越
え
る
）、ま
た
は
死
亡
し
た
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

11
月
15
日（
木
）〜
平
成
25
年
2

月
15
日（
金
）の
間
、
狩
猟
が
解
禁

さ
れ
ま
す〔
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、イ
ノ
シ

シ
の
狩
猟
期
間
は
、
平
成
25
年
3

月
15
日（
金
）ま
で
延
長
〕。

　

仕
事
や
行
楽
で
山
に
入
る
方
は
、

蛍
光
色
な
ど
目
立
つ
色
の
服
装

を
し
た
り
、
音
の
鳴
る
も
の（
鈴
、

ラ
ジ
オ
）を
携
帯
す
る
な
ど
し
て
、

存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
、
事
故
防

止
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
･
日
曜
日
は
、
ハ
ン
タ
ー
が

集
中
し
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

問
豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所
森

林
林
業
課
☎
23

1
0
0
1

ク
マ
に
対
す
る
人
身
事
故
防
止

　

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
の
目
撃
や
痕
跡
情
報
を
市

や
警
察
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、

出
没
に
関
す
る
情
報
を
集
落
の

中
で
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
が
寄
っ
て
く
る
誘
引
物（
収

穫
し
た
果
物
の
残
り
か
す
、
生
ご

み
）の
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て
い

る
地
域
で
は
、
ク
マ
の
活
動
時

間
帯（
夜
間
、
早
朝
）に
出
没
区

域
に
近
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
近
付
く

際
は
、
大
声
を
出
し
た
り
、
ラ

ジ
オ
、
鈴
な
ど
の
音
を
出
し
て

人
間
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

■
万
一
ク
マ
に
出
会
っ
た
場
合

・
落
ち
着
い
て
、騒
が
ず
、走
ら
ず
、

ゆ
っ
く
り
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

・
攻
撃
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き
は

地
面
に
伏
せ
、
頭
と
首
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
農
林
水
産
課
☎
23

1
1
2
7

近
畿
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
22
年
に
地
方
自
治
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
60
周
年
を
記
念
し

て
、
平
成
20
年
か
ら
47
都
道
府
県

ご
と
の
デ
ザ
イ
ン
を
あ
し
ら
っ
た

記
念
貨
幣
が
順
次
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、

兵
庫
県
の

記
念
貨
幣

が
発
行
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

発
行
さ

れ
る
貨
幣

は
2
種
類

で
、
千
円

銀
貨
幣
に

は
特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
国
宝
姫
路
城
が
、
5
百
円
貨
幣

に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
つ
が
い
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
は
、千
円
銀
貨
幣
プ
ル
ー
フ

貨
幣
セ
ッ
ト
が
11
月
ご
ろ
、
5
百

円
貨
幣
は
平
成
25
年
1
月
ご
ろ
の

予
定
で
す
。

　

詳
細
は
、
造
幣
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

造
幣
局
ホhttp://www.mint.go.jp/

問
近
畿
財
務
局
理
財
部
理
財
第
2

課
☎
06
6
9
4
9
6
3
6
8

廃
F
R
P
船
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

F
R
P
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た

F
R
P
船
を
適
切
に
処
理
し
、
資

源
化
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
、
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
ま
た
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
期
12
月
14
日（
金
）

申
問
F
R
P
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー（
社
団
法
人
日
本
舟
艇
工

業
会
内
）

　

☎
03

3
5
6
7

6
9
2
9

　
ホhttp://w

w
w
.m
arine-jbia.

or.jp/

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
11
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ

っ
て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次

の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
11
月
2
日（
金
）

午
後
1
時
〜
16
日（
金
）午
後

11
時

競
り
売
り
期
間
11
月
26
日（
月
）

午
後
1
時
〜
28
日（
水
）午
後

11
時

代
金
納
付
期
限
12
月
6
日（
木
）

午
後
3
時

公
売
物
件
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
20

点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（
11
月
2
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/hyg_toyooka_

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
が
、
公
売
保
証
金
の
納

付
が
必
要（
公
売
保
証
金
不

要
物
件
を
除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ

お詫びと訂正　10月10日号、3ページの「豊岡　秋のイベント情報」の中の「新そばまつり」の日程のうち、殿さんそばが「11月18日（日）」とあるのは「11月11日（日）」の誤りでした。お詫びし訂正します。
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と
が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件

は
返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込

み
は
不
要
で
す
。

日
11
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階
ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係
☎
23
1
1
1
8

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
家
族

の
一
員
と
し
て
温
か
く
迎
え
入
れ
、

深
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ

て
育
て
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
里
親
の
種
類

養
育
里
親
子
ど
も
が
満
18
歳
に
な

る
ま
で
、
あ
る
い
は
元
の
家
庭

に
戻
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の

間
、
里
親
家
庭
で
子
ど
も
を
育

て
ま
す（
事
前
研
修
が
必
要
）。

養
子
縁
組
里
親
親
が
養
育
で
き
な

い
子
ど
も
を
、
養
子
と
し
て
育

て
ま
す
。

親
族
里
親
両
親
そ
の
他
、
養
育
す

る
方
の
死
亡
・
行
方
不
明
な
ど

で
、
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
子

ど
も
を
三
親
等
以
内
の
親
族（
祖

父
母
、
兄
弟
、
叔
父
･
叔
母
な

ど
）が
育
て
ま
す
。

専
門
里
親
養
育
里
親
の
う
ち
、
専

門
的
な
研
修
を
受
け
た
方
が
、

虐
待
な
ど
で
心
身
に
有
害
な
影

響
を
受
け
て
、
特
に
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

週
末
・
季
節
里
親
週
末
や
正
月
・

夏
休
み
な
ど
に
、
児
童
養
護
施

設
の
子
ど
も
た
ち
を
一
時
的
に

預
か
り
ま
す
。

■
里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用

　

一
般
生
活
費（
子
ど
も
の
食
費

や
被
服
費
な
ど
を
賄
う
費
用
）と

里
親
手
当（
養
育
里
親
）

■
里
親
に
な
る
に
は

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
22

4
3
1
4

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
・

在
学
す
る
子
ど
も
の

あ
る
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
学
生（
生
徒
）1
人
当
た
り

3
0
0
万
円
以
内

利
率
年
2
･
3
5
パ
ー
セ
ン
ト（
9

月
10
日
現
在
･
固
定
金
利
）

用
途
入
学
金
、
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
･
家
賃
な
ど

返
済
期
間
15
年
以
内

返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
）

問「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

  

☎
0
5
7
0

0
0
8
6
5
6

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

　

☎
03

5
3
2
1

8
6
5
6

開
業
医
の
手
作
り「
健
康
情
報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

☎
0
1
2
0
9
7
9
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
3
9
3
1
8
0
3

市
有
財
産
売
却
・
貸
付 　

秋
の
大
セ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
分
譲
宅
地
や
利
用
し

な
く
な
っ
た
土
地
の
売

却
・
貸
付
、
使
用
し
な

く
な
っ
た
消
防
車
両
な

ど
の
物
品
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
10
月
30
日（
火
）の
新

聞
折
込
広
告
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
、
10
月
30
日（
火
）

か
ら
、
財
政
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
で
配
布

申
期
11
月
1
日（
木
）〜
20
日（
火
）

申
問
財
政
課
☎
21

9
0
1
4

「
市
立
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

募
集
」申
込
期
間
変
更
の

お
知
ら
せ

　

10
月
10
日
発
行
の
市
広
報
紙

（
12
ペ
ー
ジ
）に
掲
載
の「
市
立
体

育
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集
」に

つ
い
て
、
申
込
期
間
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

○
変
更
後

申
期
10
月
22
日（
月
）〜
11
月
9
日

（
金
）

※
募
集
施
設
、
業
務
内
容
、
指
定

期
間（
予
定
）は
変
更
な
し

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

11月のテーマ
曜日 内　　容

月 冬に流行る乳幼児の嘔
おう

吐
と

下痢症
火 歯科インプラントについて
水 タバコのない健康な社会へ

木 外反母
ぼ

趾
し

と靴
金～日 大人のアトピー性皮膚炎

月日 担当医師・
住所

11
月

11日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

18日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）



　図書館で読み終えた本や寄贈された本を、市民に無
料で提供する「秋のリサイクルブックフェア」を開催します。
・日時：11月９日（金）～12日（月）午前10時～午後６時
 ※最終日は午後３時まで

・場所：本館２階　視聴覚講演室
・対象：図書館カードをお持ちの方
・その他：持ち帰り用の袋をご用意ください（10冊まで）。
　　　　　今回、雑誌はありません。

－図書館本館　秋のリサイクルブックフェアのお知らせ－

音楽の本
< 一 般 >

指揮のおけいこ
岩城宏之／著（文藝春秋）

　オーケストラで唯一楽器を演奏せ
ず、観客に背中を向けている指揮者。
0.03125秒のズレを聞き分け、徹底的
にスコアを分析し、理想の演奏を追求す
る世界的指揮者が、手の振り方や表情、
服や靴に至るまでの知られざる苦労の
数々を綴った抱腹絶倒のエッセイ。

< じ ど う >
ぼく、デイヴィッド
エリナー･ポーター／作
中村妙子／訳（岩波書店）

　｢おまえは人生という大きなオーケスト
ラに属する小さな楽器なんだ｣
　みなし子のデイヴィッドは亡父の言葉を
胸に、純真な心とヴァイオリンの調べで、
かたくなな周囲の人々の心を変えていく。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

11月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時̃午後6時
※本館（金・土）　午前10時̃午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所2階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

11月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 木
2 金 11：00 ～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
3 土 （休館日）
4 日
5 月
6 火 （休館日）

7 水
10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00 ～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

8 木
9 金 10：00 ～ 本館 秋のリサイクルブックフェア（～12日）　般

10 土

10：10 ～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30 ～

城崎 おはなしランド（工作：どんぐりペン立て）　児

竹野 テーマであそぼ！「どうぶつたちのふゆじたく」
（ドングリ工作）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
但東 おはなしのもり　幼 児

11 日
12 月
13 火 （休館日）
14 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
15 木 10：30 ～ 日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
16 金 14：00 ～ 本館 第９回図書館ふれあい交流会
17 土 14：00 ～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般
18 日 13：30 ～ 城崎 おいしいおはなし★わくわくクッキング　児
19 月
20 火 （休館日）
21 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼　

22 木 10：30 ～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

23 金 （休館日）

24 土 10：30 ～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 ～ 本館 おはなし会　幼 児
25 日 14：00 ～ 出石 としょかん・くらぶ　児
26 月
27 火 （休館日）
28 水
29 木
30 金 （休館日）
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11月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わいわいコーラス

リサイクルバザー

日　時 13日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

親子運動遊び
日　時 21日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子

パパと遊ぼうデー

おでかけ広場　於：城崎健康福祉センター

おはなし広場
日　時 ３日（土）、10日（土）、17日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと折り紙

おやこっこ運動遊び

お母さんの手作り広場Ⅲ

手づくり教室

さつまいもクッキング教室　於：合橋地区公民館

なかよし広場

日　時 16日（金）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子 申込開始 ７日（水）

日　時 14日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着15人（一時保育15人）
内　容 アンパンマンの人形を作ろう！
講　師 ぐるーぷＭＯＫＯの皆さん
参加費 １セット700円
持ち物 針・糸・はさみ 申込開始 ２日（金）

日　時 ９日（金）午前９時45分～午後１時30分
対　象 子育て中の保護者　　先着20人（一時保育15人）
内　容 子どものおなかを元気にする食事
講　師 管理栄養士　田中香代子さん
参加費 500円（１家族） 申込開始 10月31日（水）

日　時 29日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 幼児と保護者　12組 参加費 300円
内　容 ファイバークラフト紙で作るランプシェード〔２回で仕上げ：12月６日（木）〕
講　師 尾川千歳さん 申込開始 17日（土）

日　時 28日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、12組
内　容 親子体操（ベビーマッサージを含む）
指　導 ３Ｂ協会　永尾恵子さん 申込開始 17日（土）

日　時 14日（水）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
参加費 １家庭300円程度 申込期限 ７日（水）

日　時 16日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳ぐらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 栄養士の話、相談、交流

11月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

なかよし広場　於 : 豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おたすけサロン

食育講座　ママの“ためになるクッキング”　於：五荘地区公民館

日　時 21日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

日　時 ７日（水）午後１時30分～３時
対　象 子育て中の親子
内　容 先輩ママや子育て中のママ同士のおしゃべり、子育て情報の提供
スタッフ おたすけ隊（子育て中の保護者）、センター職員

手遊び＆ふれあい遊び

わらべうた遊び＆ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時

①わらべうた遊び ２日（金）午前11時～
②ほっとたいむ ５日（月）、22日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 26日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①わらべうたやいろいろな遊び　②唱歌や童謡を歌う　③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

おたのしみ広場

パパと遊ぼうデー

親子３B体操

なかよし広場

日　時 15日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ４日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 22日（木）午後１時30分～３時
対　象 ６か月～１歳半の乳幼児と保護者　25組
内　容 手遊び、親子遊び、お母さん同士の交流など
申込開始 12日（月） 持ち物 バスタオル

日　時 29日（木）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 私のストレス解消法～ストレスと上手に付き合う～
申込開始 16日（金）

日　時 21日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、紙芝居、ダンスなど

日　時 17日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子遊び

日　時 22日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士の話～子どもの食事とおやつについて～、個別栄養相談

防火訓練
日　時 ６日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 消防士による実施指導

なかよし広場
日　時 21日（水）午前10時～11時45分
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者
内　容 保健師の話、身体測定、赤ちゃん体操、乾布摩擦、読み聞かせ
持ち物 バスタオル、ハンドタオル

日　時 22日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 読み聞かせと折り紙

日　時 14日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　　先着15組 申込期限 10日（土）

日　時 15日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 高齢者との交流

日　時 10日（土）午前10時～午後３時
対　象 どなたでも その他 小銭を準備のこと
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、1歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第９回ミュージックア・ラ・カルト
　～冬のほっとコンサート～
　市民プラザ交流サロンで毎
月開催している｢サロンコンサ
ート｣の出演者によるほっと
ステージのコンサートです。

■平成24年度兵庫県地域づくり活動基
盤整備事業 ｢ＮＰＯ（特定非営利活動）
入門講座シリーズ｣第６回受講生募集

　｢認定ＮＰＯ法人｣と｢ＮＰＯ法人｣とはどう違う
の？認定ＮＰＯ法人になるとどんなメリットがあ
るの？などの疑問にお答えします。

■とよおか･シネマオアシスvol.9
　『マジック･ツリーハウス』
　世界33カ国で１億部以
上を売り上げた大ベスト
セラーの児童書が待望の
映画化!本の世界を旅す
る大冒険ファンタジー。

■とよおか･シネマオアシスvol.10
　『奇跡』
　子どもたちの輝きと、
家族の温かさを描いた
感動の物語。主演は少年
お笑いコンビ｢まえだま
えだ｣。共演にオダギリ
ジョー、大塚寧々、長澤
まさみ、阿部 寛ら。

■森山良子コンサートツアー2012～2013
　～すべてが歌になっていった～
　｢この広い野原いっぱい」「さ
とうきび畑｣「涙そうそう」など
を生み出した日本のトップシン
ガー森山良子のステージです。

　12月22日（土）
　　上映10：30
　（開場10：00）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　１月20日（日）　２回上映
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　　　　　　中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　１月11日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日
　友の会・一般共通　11月17日（土）～

　12月8日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定5,500円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月30日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

■第96回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、毎
月１回程度コンサートを開催しています。

　11月10日（土）　開演13：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　Ｔ‐フレンズ
◇内　容　フォークソング・童謡コンサート
◇曲　目　陽のあたる道、野に咲く花のように ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

　12月15日（土）　
　　開演19：00（開場18：30）

◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　アンサンブル豊岡、壱

いっ

鼓
こ

参
さん

絃
げん

、マロニエ
ガールズ、ストロベリーフィールズ

◇入場料　全席自由　一般500円、ペア800円､
　　　　　高校生以下無料
◇一時保育　12月５日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

◇日　時　11月17日（土）午後１時～３時
◇場　所　豊岡市民プラザ　
◇対　象　認定ＮＰＯ法人について知りたい方、
　　　　　認定ＮＰＯ法人を目指す方
◇内　容　『認定ＮＰＯ法人になるには』
◇定　員　20人程度
◇参加費　無料
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに氏名

（団体名）、電話番号を記入の上、持参、
郵送、またはファックスで申し込みく
ださい。

◇申込期限　定員に達するまで

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館･但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。
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平成24年10月1日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳+外国人登録総数）

11月の主な行事
NOVEMBER

平成24年

14（水）パパと遊ぼうデー（10：30～城崎子育てセンター）

15（木）
16（金）
17（土）中央公民館市民講座｢豊岡の城下町ぶらり歩き｣（９：00～豊岡市街地）

コウノトリ翔る但馬まるごと感動市
（10：00～コウノトリ但馬空港、～18日）

18（日）竹野カニカニカーニバル（９：00～竹野北前館駐車場）

19（月）
20（火）親子ふれあいアラカルト（10：00～竹野子育てセンター）

21（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）
22（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）

なかよし広場
（10：30～日高子育てセンター）

23（金）勤労感謝の日キューピットマラソン
（９：00～たけのこうえん）

かに王国開国式
（11：00～ＪＲ城崎温泉駅前）

24（土）中央公民館市民講座｢出石鶴山史跡の散歩道ハイキング｣（９：00～出石地域）
青年団豊岡公演「銀河鉄道の夜」
（19：00～、25日14：00～豊岡市民プラザ）

25（日）
26（月）
27（火）
28（水）そとあそび広場（10：00～竹野子育てセンター）
29（木）
30（金）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,563人（－12人） 41,974人（－11人） 45,589人（－1人） 32,589世帯（+4世帯）

1（木）第27回企画展｢中世の城と但馬｣（但馬国府・国分寺館、～27日）
生誕100年　森田子龍展

（県立円山川公苑美術館、～12月９日）

2（金）豊岡市美術展（９：00～総合体育館、～６日）わらべうた遊び
（11：00～子育て総合センター）

3（土）文化の日但馬高校アートフェスティバル
（11：00～豊岡市民プラザ）

出石お城まつり（９：00～出石城跡周辺）
K
け い こ
EiKO＊萬

ばん
桂
けい
の世界展
（伊藤清永美術館、～12月11日）

4（日）とよおか消防フェア2012（10：00～コープデイズ豊岡）
パパと遊ぼうＤ

デ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）
第５回｢永楽館歌舞伎｣公演

（11：30～出石永楽館、～９日）

5（月）暴力追放・防犯・交通安全大会（13：30～城崎大会議館）

6（火）防火訓練（10：00～竹野子育てセンター）
7（水）食育活動（10：30～城崎子育てセンター）
8（木）
9（金）
10（土）防火ポスター展（10：00～アイティ、～11日）リサイクルバザー

（10：00～竹野子育てセンター）
第96回サロンコンサート

（13：00～豊岡市民プラザ）
暴力追放・防犯・交通安全大会

（13：30～市民会館）

11（日）阿瀬渓谷紅葉ウォーク（８：30～湯の原温泉オートキャンプ場）
阿瀬渓谷紅葉まつり（９：00～阿瀬渓谷）
豊岡市認知症フォーラム（13：30～市民会館）

12（月）
13（火）

▼
9
年
ぶ
り
に
台
北
訪
問
。コ
ン
ビ
ニ

の
レ
ジ
袋
ま
で
有
料
に
な
っ
て
い
て
、

エ
コ
は
世
界
共
通
と
再
認
識
。漢
字
の

言
葉
は
意
味
を
想
像
で
き
て
親
し
み
が

湧
く
。
立
派
な
地
下
街
が
整
い
、都
市

化
が
進
ん
で
い
た
が
、人
が
親
切
な
の

は
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

Ⓘ
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赤木正雄　（ 1 8 8 7 ～ 1 9 7 2 ）
引野出身　農学博士・政治家

1971年　文化勲章受章
　代々、引野の大庄屋
の家に４男２女の末っ
子として生まれました。
父甚

じん

太
だ

夫
ゆう

は公共事業に
熱心で、蓼

たで

川（円山川）
堰
せき

水路の改修や中
なかのごう

郷区
護岸工事などの責任者
を務めていました。ま
た1906年の大洪水で決
壊した堤防を修理する

ために、私財を投げ打って工事を完成させる
ほどでした。
　生家は円山川沿いにあるため、
氾濫するたびに家も田も甚大な
被害を被

こうむ

っていました。軒につ
るされた舟は、その難から逃れ
るためと、付近の住民に炊き出
しを運搬するために使用されて
いました。
　この幼少期
の記憶が、そ
の後の人生を
大きく左右さ
せます。豊岡
中学校から第
一高等学校（東
京大学の前身）
に進み、当時
校長であった新

に

渡
と

戸
べ

稲
いな

造
ぞう

と出会います。新渡
戸校長は、関東豪雨の被害を受けた直後の始
業式で、全校生徒を前に「治水のことは決して
華やかな仕事ではない。しかし、人生表に立
つばかりが最善ではない。ここに集まった諸
君のうち一人でも一生を治水にささげ、災害
の防止を志す者はないか」と訓示しました。そ
の言葉に感銘を受けた赤木氏は、この時から
治水の道を歩む決意を新たにしたのでした。

●砂防への熱き想い
　東京帝国大学（現東京大学）を卒業後、すぐに内
務省に入り、滋賀県瀬田川支流を手始めに吉野川・
淀川・立山山系・飛騨山系・六甲山系など、全国
にわたり自ら主任として砂防工事を指揮しました。
　36歳の時、日本の砂防に限界を感じた赤木氏は、
内務省を休職して自費でオーストリア・ウィーン
農科大学に留学しました。２年間の研

けん

鑽
さん

を積んで
帰国してからは、内務省で近代砂防技術を習得し
たただ一人の技師として手腕を振るいます。
　1942年に55歳で退官するまで、全国各地の現
場に赴き、砂防工事の指導に当たりました。また、
京都帝国大学（現京都大学）や日本大学などで講義
を行い、砂防理論を確立させていきます。

●砂防から世界共通語「SABO」に
　退官後、貴族院議員、次いで参議院議員となっ
て建設政務次官などを歴任し、戦後、GHQ（※注）
に砂防の必要性を認めさせました。
　1951年に来日したアメリカ最高技術委員会会長ロー
ダミルクの提案により、同年、ベルギーのブリュッセルで
開催された国際水文科学学会で、渓流等の浸食をコン
トロールすることを「SABO」とすることが認められました。
　その一生を砂防にささげた赤
木氏は、亡くなる前年、豊岡名
誉市民に推され、またその功績
が認められて文化勲章を授与され
ました。「砂防の父」、「砂防の神
様」と呼ばれた彼は、1972年、85
歳で亡くなりました。引野の生家
近くに「生誕の地」の石碑
が、また塩津水防倉庫北側
には、リュックサックに脚

きゃ

絆
はん

と
いう独自のスタイルの銅像が
建てられています。なお、出
石川防災センター（いずし古
代学習館）一角に功績をたた
える展示コーナーがあります。
※注…連合国軍最高司令官総司令部

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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世界に「S
さ ぼ う

ABO」という言葉を広めた砂防の父　赤
あ か

木
ぎ

正
ま さ

雄
お

▲文化勲章受章時の写真

▼

円
山
川
と
そ
の
先
の
生

家
を
見
つ
め
て
立
つ
銅
像

▲洪水から守るため、高い石垣で
囲まれた生家（国登録文化財）

▲出石川防災センター

▲軒につるされ
た舟


